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セキュリティ分野

組込みシステム分野

ビジネスシステムデザイン分野
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［文部科学省］ 成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成



は じ め に

文部科学省の委託事業「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）」は、

2017年度より、学生募集を本格化し、多くの活動を開始いたしました。今まで大学院生を対象

として活動をしてきたenPiT1のさまざまな知見を活用し、学部生に対して、「ビッグデータ・AI」、

「セキュリティ」、「組込みシステム」、「ビジネスシステムデザイン」の4つの分野において、実践

的情報技術教育プログラムを実施しました。これらの教育の中心となったのは、全国に広がる

のべ45の拠点となる大学・大学院です。また、これらの拠点の他、70校あまりの大学、大学院、

高等専門学校の教員の方々、160社以上の企業の方々にいろいろな形でご参加いただき、プ

ログラムの計画、実施、評価などにご協力いただきました。ご参加、ご協力いただいた方々に

深く感謝いたします。

これら多数の方々のご尽力のおかげで、当初心配していた学部生募集に関しても、我々

の予想以上に多数の参加希望があり、関係者一同、喜んでおります。全プログラムで、当初の

2017年度の目標数を大きく超える800名以上の修了生数が見込まれ（2018年2月現在）、順

調な滑り出しになったと思っております。大学院生に比べ、学部生は研究室にも所属しておら

ず、先生方からの勧誘や説明など、非常にしづらい状況であったと思います。そのため、大学内

で説明会を積極的に開催してもらうとともに、広報ビデオやパンフレット、ポスターなどのいろ

いろな媒体を用意して、その魅力が伝わるように努力してきました。その結果、意欲の高い多

くの学生にこのプログラムの良さを伝えることができ、にぎやかなスタートとなることができま

した。

学部生への教育に関しては、大学院生に比べて基礎知識が不足しており、より入門的なこと

を重視する必要がありましたが、PBLに集まった学部生は、大学院生以上に活発な議論を戦

わせて、非常に有意義なグループ活動となりました。これは教員側にとっても大きな驚きでし

た。これら大変意欲の高い学部生の今後の成長、発展が大いに期待されます。

引き続き、2018年度以降も、皆様の温かいご支援とご協力をいただき、優秀な人材の輩出

に努めるとともに、本教育プログラムの普及に尽力いたします。

enPiT運営拠点 事業責任者
大阪大学大学院情報科学研究科　教授

井上克郎
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大学名 所属・役職 氏名

運営拠点 大阪大学 大学院情報科学研究科・教授 井上克郎

■ビッグデータ・AI分野

中核拠点 大阪大学 大学院情報科学研究科・教授 楠本真二

連携校

東京大学 大学院情報理工学系研究科・教授 千葉滋

東京工業大学 情報理工学院・教授 権藤克彦

お茶の水女子大学 基幹研究院・教授 小口正人

千葉大学 大学院工学研究科・教授 井宮淳

電気通信大学 大学院情報理工学研究科・教授 大須賀昭彦

奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科・教授 飯田元

神戸大学 大学院システム情報学研究科・教授 上原邦昭

和歌山大学 システム工学部・教授 鰺坂恒夫

九州工業大学 大学院情報工学研究院・教授 坂本比呂志

■セキュリティ分野

中核拠点 東北大学 大学院情報科学研究科・教授 曽根秀昭

連携校

北海道大学 大学院情報科学研究科・研究科長・教授 宮永喜一

静岡大学 情報学部・教授 西垣正勝

北陸先端科学技術大学院大学 情報科学系・教授 宮地充子

京都大学 学術情報メディアセンター・教授 岡部寿男

大阪大学 大学院工学研究科・准教授 河内亮周

奈良先端科学技術大学院大学 総合情報基盤センター・教授 藤川和利

和歌山大学 学術情報センター・教授 内尾文隆

岡山大学 大学院自然科学研究科・教授 横平徳美

九州大学 情報基盤研究開発センター・教授 岡村耕二

長崎県立大学 情報システム学部 情報セキュリティ学科・学科長・教授 小松文子

慶應義塾大学 大学院メディアデザイン研究科・教授 砂原秀樹

情報セキュリティ大学院大学 情報セキュリティ研究科・教授 大塚玲

東京電機大学 未来科学部・教授 猪俣敦夫

■組込みシステム分野

中核拠点 名古屋大学 大学院情報学研究科・教授 高田広章

連携校

岩手大学 理工学部 システム創成工学科・教授 萩原義裕

徳島大学 大学院理工学研究部・教授 寺田賢治

愛媛大学 大学院理工学研究科・副学部長・教授 高橋寛

九州大学 大学院システム情報科学研究院・教授 鵜林尚靖

岡山県立大学 情報工学部 情報システム工学科・教授 有本和民

東北学院大学 工学部 情報基盤工学科・教授 郷古学

芝浦工業大学 システム理工学部 電子情報システム学科・教授 松浦佐江子

東海大学 情報通信学部・教授 渡辺晴美

南山大学 理工学部・教授 沢田篤史

■ビジネスシステムデザイン分野

中核拠点 筑波大学 システム情報系 情報工学域・教授 河辺徹

連携校

室蘭工業大学 しくみ情報系領域・教授 岸上順一

埼玉大学 大学院理工学研究科・教授 吉田紀彦

山口大学 大学院創成科学研究科・教授 浜本義彦

愛媛大学 大学院理工学研究科・教授 小林真也

琉球大学 工学部・教授 名嘉村盛和

公立はこだて未来大学 システム情報科学部・教授 大場みち子

岩手県立大学 ソフトウェア情報学部・学部長・教授 猪股俊光

会津大学 コンピュータ理工学部・教授 宮崎敏明

産業技術大学院大学 産業技術研究科・教授 酒森潔

全体事務局 国立情報学研究所/日本工業大学情報工学科 粂野文洋

※2017年5月現在
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運営拠点

大阪大学

第2期enPiT
学部生向けセキュリティ分野 ビジネスシステム

デザイン分野

組込みシステム分野

ビッグデータ・AI分野

大阪大学（中核拠点）
東京大学
東京工業大学
お茶の水女子大学
千葉大学

ビッグデータ・AI分野
電気通信大学
奈良先端科学技術大学院大学
神戸大学
和歌山大学
九州工業大学

筑波大学（中核拠点）
室蘭工業大学
埼玉大学
山口大学
愛媛大学

ビジネスシステムデザイン分野
琉球大学
公立はこだて未来大学
岩手県立大学
会津大学
産業技術大学院大学

東北大学（中核拠点）
北海道大学
静岡大学
北陸先端科学技術大学院大学
京都大学
大阪大学
奈良先端科学技術大学院大学
和歌山大学
岡山大学
九州大学
長崎県立大学
慶應義塾大学
情報セキュリティ大学院大学
東京電機大学

セキュリティ分野

名古屋大学（中核拠点）
岩手大学
徳島大学
愛媛大学
九州大学

組込みシステム分野
岡山県立大学
東北学院大学
芝浦工業大学
東海大学
南山大学

参加校

公的機関

学術団体

連携企業

1 . 1 	 本事業の目的、運営体制と教育プログラムの概要

高齢化、エネルギー・環境問題、震災からの復旧・復興などの社

会的課題解決、産業における国際競争力強化や新たな価値、新産

業創出など、我が国が取り組むべき課題は山積している。これらの

課題解決には情報技術の高度な活用が必須のものとなっており、

情報技術を高度に活用して、社会の具体的な課題を解決すること

のできる人材の育成は我が国の極めて重要な課題となっている。

こうした人材を育成するため、大学院生を対象に開始された

「文部科学省 情報技術人材育成のための実践教育ネットワーク

形成事業（2012年度〜2016年度）」（第1期enPiT　以下、enPiT1）

の後を受け、学部生に対する実践教育を普及させるため、2016年

度より、「文部科学省 成長分野を支える情報技術人材の育成拠点

の形成（enPiT）」（第2期enPiT　以下、enPiT2）が開始されている。

enPiT2は、複数の大学と産業界による全国的なネットワークを形

成するというenPiT1の知見を継承した実際の課題に基づく課題

解決型学習などの実践的な教育を実施・普及することを目的とし

た公募型事業である。2016年度の準備期間を経て本年度（2017

年度）から本格的に教育活動を開始した。

「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）」で

は、ビッグデータ・AI、セキュリティ、組込みシステム、ビジネスシス

テムデザインの4分野を対象としている。各分野の教育を推進する

中核拠点と全体の運営を担当する運営拠点を設け、教育ネット

ワークの拡大に対応する体制となっている（図表1.1.1、図表1.1.2）。

図表1.1.1	 本事業の全体イメージ

各分野共通に図表1.1.3にあるような教育プログラムのフレー

ムワークに基づいた実践的教育を推進している。

1 基礎知識学習
PBL基礎を実施するうえで必要となる基礎知識を学ぶ。各分野

の連携校および参加校の講義や自習補助教材などを利用する。

2 PBL基礎
連携校・参加校の学生が一堂に会して、集中講義や実践形式で

のPBL（基礎知識の活用法や最先端技術の習得など）を実施する。

3 発展学習
実践教育を持続的に発展させるためのさまざまな講義、PBL、

イベントなどを実施する。実施にあたっては、各大学の学部教育

の状況や学生の負担を考慮しつつ効果的に実施する。

本事業は複数の大学と産業界による全国的なネットワークを形

成し、実践的な教育を普及させることが目的であるため、分野を

越えた普及展開の取り組みが重要である。そのため、運営委員会

や幹事会による連携校間の緊密な情報共有、分野横断活動として

7つの作業部会の運営、広報や産学連携の推進活動を実施してき

た。

その結果、2017年度では合計71校（うち高等専門学校9校）、

167の企業・団体による産学連携の人材育成ネットワークを形成

するに至っている。



3e n P i T  A N N U A L  R E P O R T  2 0 1 7

第
１
章　

事
業
の
全
体
概
要

運営拠点
運営委員会

学術団体・公的機関

参加校

連携企業・団体

連携

第1期enPiT 連携大学
知見継承

作業部会（分野横断活動）セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野

組
込
み
シ
ス
テ
ム
分
野

ビ
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ネ
ス
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
分
野

女
性
部
会

高
専
連
携
Ｗ
Ｇ

産
学
連
携
Ｗ
Ｇ

教
務
Ｗ
Ｇ

評
価
Ｗ
Ｇ

Ｆ
Ｄ
Ｗ
Ｇ

広
報
Ｗ
Ｇ

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
Ａ
Ｉ
分
野

幹事会

事務局 大阪大学、
国立情報学研究所

外部評価委員会

PBL基礎に備えた
事前学習を実施

基 礎 知 識 学 習

連携校・参加校の講義、e-learning
教材の利用。実践力向上のため、演
習主体、反転学習なども考慮。

連携校・参加校の
学生が一堂に会し、 

集中講義や実践形式での
基礎的なPBLを実施

P B L 基 礎

分野内の拠点（複数可）に集まって
実施する。連携校・参加校教員、実
務家教員が指導。

実践的教育を持続的に
発展させるための

さまざまなイベントを実施 

発 展 学 習

各分野・各校の状況や参加学生の
時間的負担を考慮しつつ効果的に
実施。

修

　了

発
表
会

図表1.1.2	 本事業の運営体制

図表1.1.3	 教育プログラムのフレームワーク

1 . 2 	 各分野の概要

ビッグデータ・AI、セキュリティ、組込みシステム、ビジネスシス

テムデザインの各分野における取り組み概要をまとめる。

ビッグデータ・AI分野

本分野は、「ビッグデータ・AI・クラウド技術を用いた課題解決人

材育成」の名称で教育を推進している。さまざまな社会的課題を

ビッグデータ処理技術、AI技術、クラウド技術などの基盤技術を用

いて解決するとともに、新たなビジネスや価値の創出を行える人

材の育成を目指す。また、産学の協働ネットワークを構築し、実践

的情報教育の知見を蓄積し、学部教育に広く普及させることを目

的としている。これらを有効に実施するために、enPiT2のフレーム

ワークに則って、上記基盤技術に関する基礎知識を学習（基礎知

識学習）し、グループ学習を行うPBL（PBL基礎）を実施し、それを補

完するさまざまなイベントや成果報告会などを行う（発展学習）。

中核拠点・連携校の10校の大学と参加校、ベンダー企業・ユーザ

企業で連携し、学部生を教育し、参画教員に実践的情報教育の知

見を提供することで、学部教育への普及を目指す。学生は、基礎知

識学習としてPBL基礎を受講するうえで必要となるソフトウェア開

発技術、ビッグデータ処理技術、AI技術、クラウドコンピューティン

グ技術を習得する。教育は、東日本、関西、九州の3グループで実施

し、各自が受講を希望するグループの大学の教育プログラムで必

要となる知識を、講義や公開されているe-learning教材などを利

用することで習得する。PBL基礎は夏季休業期間などに1カ所（あ

るいは数カ所）に集まり、PBLを集中的に実施する。これはインター

ンシップに代わる実践経験と位置づけられる。中核拠点・連携校と

参加校間で単位互換などのさまざまな協定締結を行い、できる限

り受講生が所属している大学での卒業要件単位になるように教育

プログラムの具体化を図っている。受講生の通常授業の受講の妨

げにならないように土曜日や夏季休業期間での授業開講、最先端

の技術やビジネス面での応用に関するセミナーの実施、PBLの課

題での実際のビッグデータを用いた分析演習など、学生が具体的

なイメージを持つことができ、興味を惹くようにさまざまな工夫を

図っている。
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1 . 3 	 目標人材像・達成目標

分野ごとの目標人材像・達成目標は次の図表1.3.1の通りである。

図表1.3.1	 分野ごとの目標人材像・達成目標

分野 ビッグデータ・AI分野 セキュリティ分野 組込みシステム分野 ビジネスシステムデザイン分野

目標人材像

ビッグデータ処理技術、人工知能技
術、クラウド技術などを用いて、新
しいビジネスや価値を創出すると
いった社会の具体的な課題を解決
できる人材。

ネットワーク、モバイルの進化や高
度化する情報セキュリティの脅威を
理解し、リスクマネジメントに必要
な知識、基本的技術、実践力を備え
た人材。

組込みシステムなどの情報システ
ムの基盤技術を有し、新たな価値
を持つシステムを構築できる人材。

ICTおよびIoTの先進要素技術を理
解しこれらを適用して顧客の要求
を満たすソリューションを開発する
能力とともに、将来的にビジネスイ
ノベーションを創出し得る人材。

達成目標
各年度の
目標育成
学生数

2017年度：75名
2018年度：120名
2019年度：160名
2020年度：200名

2017年度：75名
2018年度：120名
2019年度：160名
2020年度：200名

2017年度：75名
2018年度：120名
2019年度：160名
2020年度：200名

2017年度：75名
2018年度：120名
2019年度：160名
2020年度：200名

セキュリティ分野

成長分野であり国家的に喫緊の課題であるサイバーセキュリ

ティ分野の人材として、先進技術の知識に加え、理解・応用できる

実践的能力の育成を指向して、実践的人材育成コース「Basic 

SecCap」を開発し実施する。

多様な教育による高い能力の実践的人材を十分な人数規模で

輩出するために、基礎科目、専門科目（総論）、演習科目（PBL演

習）、および先進演習科目（先進PBL、大学院インターンシップ）で

Basic SecCapコースを構成する。分野内で総論5科目を重点実施

校がそれぞれ担当し、各連携校が特徴的なPBL演習などを実施

し、さらに大学院大学は高度な演習を大学院インターンシップと

して提供する。これらの遠隔講義や集中講義（演習）を相互に、参

加校へも提供する。また、連携校が月例の運営委員会で一体的取

り組みを企画調整し、共同でBasic SecCapコース修了を認定する。

人材育成を実施するだけでなく、そのカリキュラムや実施手法

を開発した成果を参加校などに広める活動を進める。産業界から

の協力を得て実施し、進路指導への取り組みも検討する。こうして

作り上げる実践セキュリティ人材育成の枠組みの普及により、実

践セキュリティ人材育成のすそ野を広げ、我が国全体が必要とす

る人材の育成体制を作り上げることができる。

組込みシステム分野

組込みシステム分野では、名古屋大学を中核拠点に、岩手大

学、徳島大学、愛媛大学、九州大学、岡山県立大学、東北学院大学、

芝浦工業大学、東海大学、南山大学からなる連携校で協力し、「成

長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）」の教材

開発を進めている。

教育方針として、プロフェッショナルを目指す人を育成すること

を柱としている。そこで、社会で活躍するプロの実践力として、次

の4つの能力を定義した。

①Product:システムを作る技術力

②Process:開発工程を進める能力

③Project:プロジェクトで働く能力

④Professionalism:プロのエンジニアとしての行動規範

これらの単語に含まれる4つのProをまとめてQuadPro（クアッ

ドプロ）と命名し、「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の

形成（enPiT）」における組込みシステム分野の旗印としている。

ビジネスシステムデザイン分野

本分野では筑波大学、室蘭工業大学、埼玉大学、山口大学、愛媛

大学、琉球大学、公立はこだて未来大学、岩手県立大学、会津大

学、産業技術大学院大学の10大学が連携し、社会やビジネスニー

ズに対する実用的なソリューションとしてのビジネスアプリケー

ションやシステムデザインを自ら提案、開発し、顧客の潜在的要求

を満たすことのできる人材を育成する。4月からの基礎知識学習

でビジネスシステムデザイン分野に関わる情報技術を概観し、各

種先端技術を活用した問題解決ができるための基礎知識を習得

し、PBL基礎にてチームを結成してPBLによる学びを体感する。そ

の後の発展学習では自己組織的にチームを運営しプロダクトの

完成を目指す。またPBL教育を情報系学部の主要カリキュラムとし

て浸透させるために、分野内にFDWGを設置し、このカリキュラム

を主体的に実施できるスキルを持った教員の養成のためのFD活

動も積極的に行っている。
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1 . 4 	 教育体制

本年度は、のべ45校の運営拠点・中核拠点・連携校（分野間の

重複を除くと39校）に加え、のべ71の参加校が連携している。ま

た、167の企業・団体の助言・指導・テーマ提供などの立場で協力

していただいている。各分野の教育実施体制（2018年2月現在）を

図表1.4.1〜図表1.4.4にまとめる。

図表1.4.1	 ビッグデータ・AI分野における教育実施体制

大阪大学

東京大学
東京工業大学
お茶の水女子大学
千葉大学
電気通信大学

奈良先端科学技術大学院大学
神戸大学
和歌山大学
九州工業大学

関西学院大学
京都産業大学
近畿大学
九州大学
甲南大学
香川大学
高知工科大学

早稲田大学
大阪工業大学
島根大学
東海大学
兵庫県立大学
立命館大学

奈良工業高等専門学校

25社・団体 99名

■中核拠点

■連携校

■参加校

■その他の連携教育機関

■連携企業数 ■参加教員数

図表1.4.2	 セキュリティ分野における教育実施体制

東北大学

北海道大学
静岡大学
北陸先端科学技術大学院大学
京都大学
大阪大学
奈良先端科学技術大学院大学
和歌山大学

岡山大学
九州大学
長崎県立大学
慶應義塾大学
情報セキュリティ大学院大学
東京電機大学

山形大学
宮城大学
北九州市立大学
東北学院大学
東北福祉大学

東北工業大学
石巻専修大学
岡山理科大学
九州産業大学

仙台高等専門学校

20社・団体 84名

■中核拠点

■連携校

■参加校

■その他の連携教育機関

■連携企業数 ■参加教員数

図表1.4.4	 ビジネスシステムデザイン分野における教育実施体制

筑波大学

室蘭工業大学
埼玉大学
山口大学
愛媛大学
琉球大学

公立はこだて未来大学
岩手県立大学
会津大学
産業技術大学院大学

広島大学
九州工業大学
茨城大学
拓殖大学
千葉大学
津田塾大学
富山大学
日本工業大学
和歌山大学
宮崎大学
東京理科大学
千歳科学技術大学

東京都市大学
沖縄国際大学
沖縄大学
名桜大学
北海道情報大学
神奈川工科大学
岩手大学
日本大学
チュラーロンコーン大学
福島県立医科大学
福島大学
東京女子大学

宇部工業高等専門学校
徳山工業高等専門学校

大島商船高等専門学校
一関工業高等専門学校

93社・団体 99名

■中核拠点

■連携校

■参加校

■その他の連携教育機関

■連携企業数 ■参加教員数

図表1.4.3	 組込みシステム分野における教育実施体制

名古屋大学

岩手大学
徳島大学
愛媛大学
九州大学
岡山県立大学

東北学院大学
芝浦工業大学
東海大学
南山大学

北九州市立大学
関東学院大学
岩手県立大学
九州産業大学
広島工業大学
鹿児島大学
秋田公立美術大学
信州大学

青森大学
大分大学
中京大学
鳥取大学
東京電機大学
東京都市大学
徳島文理大学
福山大学

豊田工業高等専門学校
一関工業高等専門学校

苫小牧工業高等専門学校

29社・団体 79名

■中核拠点

■連携校

■参加校

■その他の連携教育機関

■連携企業数 ■参加教員数
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1 . 5 	 教育実績

実践的な課題解決力を持ったIT人材の育成と実践教育の普及

を大きな事業目標として、次の目標を立て活動を開始した。

●●学部3年生〜4年生を主な対象として、最終年度には各分野200

名（合計800名）を育成する。

●●最終年度に、理工系情報学科・専攻協議会会員大学の半数をカ

バーする。

●●実践教育科目（PBLなど）の開講数を最終年度120科目とする。

これらを重要目標達成指標（KGI）として設定し、それを実現する

ためのプロセス指標として、次の指標を重要業績評価指標（KPI）と

して計測・管理を行っている。

⿎⿎参加校数

実践教育拡大のために参加している大学・高等専門学校の数

⿎⿎連携企業数

教材の共同開発など企業の知見を活かすために参加している

企業の数

⿎⿎参加教員数

enPiT活動に参加している教員数

⿎⿎FD参加者数

教員の能力向上活動（Faculty Development）に参加する教員

数

⿎⿎実践力評価

enPiT1の知見を活かし、コンピテンシー評価を継続する。

⿎⿎就職後（進学後）のフォローアップ

企業の視点で、教育が役に立ったか、実践力の向上が見られた

のか評価を行う必要がある。成果発表会を聞かれた企業の方

にアンケートを行うことで代える予定である。

⿎⿎受講生満足度調査

受講生が授業をどのように評価しているかのアンケート

⿎⿎連携企業満足度調査

協力いただいている連携企業の視点で見て、実践力向上がな

されているかのアンケート

図表1.5.1は、これらの指標とその指標を設定した意図との関係

を示している。

図表1.5.1	 KGI・KPIの関係

就職後（進学後）の
フォローアップ

受講生満足度調査

実践力評価

受講生満足度調査連携企業満足度調査

何人
育成できたのか

実践的IT教育が
広がっているか

実践的な
課題解決力を
持った

IT人材の育成と
実践教育の普及

実践的な
スキルが

身に付いたのか

連携企業数

参加教員数

参加校数

FD参加者数

KPI
（重要業績評価指標）

KGI
（重要目標達成指標）事業目標

修了生数

理工系情報学科・
専攻協議会
普及率

持続的に
実施できる体制が
構築されているか

実践教育科目
（PBLなど）の
開講数

定量的評価が難しいため結果指標とする
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2017年度

目標

0

50

100

150

200

250

FD参加者数
（のべ人数）

参加教員数連携企業数参加校数実践教育科目
（PBLなど）の
開講数

修了生数

75

227

15 19 10 14 20 25
45

99

35

79

図表1.5.4	 ビッグデータ・AI分野の活動指標の目標と2017年度見込み

図表1.5.3	 全体の活動指標の目標と2017年度見込み

図表1.5.2	 理工系情報学科・専攻協議会普及率

2017年度

目標

0

200

400

600

800

FD参加者数
（のべ人数）

参加教員数連携企業数参加校数実践教育科目
（PBLなど）の
開講数

修了生数

300

862

60
111

40 71 80

167 180

361

140

478

0

48%

63.3%

10

20

30

40

50

60

2017年度見込み目標

※2018年2月現在

※2018年2月現在

※2018年2月現在

本年度の本事業全体の目標と達成見込みを図表1.5.3に、図表

1.5.4〜図表1.5.7に各分野の状況をまとめる。当初の目標を上回

り、実践力を持った人材の育成が進展している状況が見てとれる。
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図表1.5.6	 組込みシステム分野の活動指標の目標と2017年度見込み

2017年度

目標

0

50

100

150

200

250

FD参加者数
（のべ人数）

参加教員数連携企業数参加校数実践教育科目
（PBLなど）の
開講数

修了生数

75

15 10 20
45 35

179

27 19 29

79 81

0

50

100

150

200

250

図表1.5.7	 ビジネスシステムデザイン分野の活動指標の目標と2017年度見込み

2017年度

目標

0

50

100

150

200

250

FD参加者数
（のべ人数）

参加教員数連携企業数参加校数実践教育科目
（PBLなど）の
開講数

修了生数

75

15 10 20
45 35

205

40
28

93 99

275

0

50

100

150

200

250

2017年度

目標

0

50

100

150

200

250

FD参加者数
（のべ人数）

参加教員数連携企業数参加校数実践教育科目
（PBLなど）の
開講数

修了生数

75

15 10 20
45

84

35

251

25
10 20

43

0

50

100

150

200

250

※2018年2月現在

※2018年2月現在

図表1.5.5	 セキュリティ分野の活動指標の目標と2017年度見込み

※2018年2月現在
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1 . 6 	 教員養成・FD活動

本節では、各分野における教員養成・FD活動について、その概

要を記す。これらの活動に加え、FDWG幹事校である東京大学を

中心とし、分野横断的な教員養成・FD活動を実施している（第3章

参照）。

ビッグデータ・AI分野

中核拠点・連携校・参加校教員や企業からの非常勤教員と連携

し、ビッグデータ・AI技術の基礎から応用にわたる教材や演習課

題・PBL課題の開発、改善を行った。また、分野で18件の公開講義

を設定し、それぞれの講義を見学することにより、各トピックスや

実践教育のノウハウ・教育方法を学べるようにした。さらに、次年

度以降の授業の実施の補助、補助期間終了後の円滑な継続のた

めに、ビデオ教材・e-learning教材の開発を行った。以降で各グ

ループや連携校における特徴的な取り組みを述べる。

東京大学では、全学の情報教育に関する検討を行う「情報教育

運営委員会」およびその実務組織として「情報教育ネットワーク」

を発足させた。「ネットワーク」には 50名弱の教員が参加し、教育

手法の情報交換などを通じ実践教育に関するFD活動が行われ

た。東京工業大学では、昨年に引き続き2017年8月25日から2週

間、教員2名をNEC Telecom Software Philippines, Inc.に派遣、同

社で行っている開発研修に企画立案および研修運営者として参加

し、国際コミュニケーションを含めて、現地リサーチからアプリ実

装までの指導法を学んでいる。また、enPiT外の同校教員とメンタ

リングおよびコミュニケーションに関する講義と打ち合わせを

行っている。

AiBiC関西（大阪大学、奈良先端科学技術大学院大学、神戸大

学、和歌山大学）では、参画教員によるFDワークショップや講義の

実施を通じた意見交換などを9回実施し（のべ45名が参加）、実践

教育に関するノウハウや教育手法の共有および講義内容の改善・

評価を行った。また大阪大学では大学全体のFD講習会において、

enPiTを中心とした実践教育のセミナーを開催した。

九州工業大学では2016年度に作成したPBL教材をもとに、本年

度に九州工業大学の教員4名によってPBLのテーマを複数試作

し、内容を吟味した。また、参加校の教員2名を加えた意見交換を

行って課題の洗い出しを行った。その結果、用意しているデータだ

けではバリエーションが不足することが予想されたため、演習用

データを複数追加した。また、初学習者用の補習教材を新たに開

発した。この改善によって、コース履修者36名全員が滞りなくPBL

の課題をクリアすることができた。今後は、参加校も含めたコース

修了生の輩出を目指す。さらに、2017年度は九州工業大学全教員

を対象としたFD講習会を実施した。

セキュリティ分野

セキュリティ分野ではFDWGによる授業アンケートを各PBL演

習で実施し、その結果を担当教員にフィードバックし、演習の改善

を図っている。また、各連携校の演習に、連携校・参加校および参

加校候補などの教員が参加し、演習の進め方や学生の指導につ

いての情報共有や意見交換を行い、また、連携企業からのコメン

トも得ている。分野運営委員会を演習日程とあわせて開催するな

ど、多くの教員が他連携校の演習を視察できるよう工夫した。

また、毎月の分野運営委員会において、14連携校が集まり、

Basic SecCapコースの実施状況の共有や課題などについて議論

し、教育の質の向上や講義・演習・運営の改善を図っている。

さらに、外部評価として産業界や教育界の有識者によるアドバ

イザー委員会を設置し、委員には数多くの演習を視察していただ

き、そのフィードバックを、次年度の演習改善に活かすことができ

た。

組込みシステム分野

連携校の一つである芝浦工業大学の松浦佐江子を中心に、

「IoT時代のPBL教育と教材」と題する研修プログラムを開催した。

この研修プログラムでは、松浦佐江子のほかに、中核拠点の名古

屋大学や連携校の東海大学、連携企業の株式会社チェンジビジョ

ンから講師が派遣され、組込みシステム分野の教育やPBLについ

て講演および意見交換を行った。具体的には、名古屋大学の舘伸

幸より「enPiT組込み分野における基礎教育」と題する講演が行わ

れ、PBL教材の開発について議論を行った。続いて、東海大学の渡

辺晴美による「IoT時代のつながる組込み教育」と題する講演が行

われ、IoT時代の組込み教育について議論を行った。その後、株式

会社チェンジビジョンの細合晋太郎による「PBLと自由度～PBL教

材の遍歴～」と題する講演が行われ、PBLにおける自由度の設定

について議論を行った。最後に、芝浦工業大学の松浦佐江子から

同大学電子情報システム学科において実施した実践的ソフトウェ

ア開発実験の内容について報告があった。

 中核拠点や各連携校が主催する合宿への参加を多くの大学・

高専教員に対して呼びかけた。その結果、合宿におけるPBLへの

参加を通じて、参加校・高専教員に対してFD活動を行うことがで

きた。

加えて、組込みシステム分野では教材開発および普及活動を積

極的に行っており、多くの参加校・高専教員に対して、教材の解説・

紹介を通じたFD活動を行った。
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enPiT2は、学部生を主体とする事業であり、2016度より事業を

開始し、2017年度より本格的に学生の募集、教育を開始した。

enPiT1の知見、蓄積を利用して、enPiT2の本事業を迅速に起ち

上げることができ、本年度862名の修了生を見込めることとなっ

た。この人数は、計画時の目標数300名を大きく上回っており、非

常に大きな成果だと認識している。

なぜなら当初我々は、大学院生に比べ学部生に対して、教員か

ら働きかけをする機会が少なく、このような実践的教育の良さを

直接伝えにくいので、多くの学部生を集めることが困難だと思って

いたからである。そのため、広報WGを中心としたポスターやパン

フレットの作成、Webサイトの充実、広報ビデオの作成などととも

に、各大学で説明会を実施するなど、多くの広報活動を行った。そ

の結果、目標数を大きく上回ることができ、関係者一同大変喜んで

いる。

今後、引き続き、多くの学生に対して、実践的情報教育の重要さ

を定性的に説明し続けるのとともに、受講した学生の評価を定量

的に示せるようにデータを蓄積し、より説得力のある広報活動を

行い、より多くの学生に受講してもらい、普及活動を加速していく

つもりである。

enPiT1の諸活動を通じて構築された教育協働ネットワークは、

このenPiT2でも活用され、それを基礎として、より大きく充実した

1 . 7 	 本事業の全体総括

ものとして、発展を続けている。enPiT1においては、最終年度にお

いて、連携校、参加校はそれぞれ15校、105校だったものが、

enPiT2では、2017年度はのべ45校（含む運営拠点・中核拠点、分

野間の重複を除けば39校）、71校とenPiT1の最終年度と同様な規

模から活動を開始することができている。

ビッグデータ・AI分野、セキュリティ分野、組込みシステム分野、

ビジネスシステムデザイン分野それぞれにおいて、10校以上の連

携校、そして数多くの参加校を獲得している。今までenPiT1で活躍

されていた教職員が中核となり、引き続きenPiT2も牽引して実行

しているとともに、新たな大学から教職員が参加、連携しており、

活動のすそ野が拡大していることがわかる。

また、enPiT1から引き継いだ広報、FD、教務、女性部会などの

WG活動もenPiT2でも活発に継続している。特に、評価・産学連携

WGは評価WGと産学連携WGの2つに分かれ、それぞれの目的に

特化した活動を展開している。また、enPiT2では高等専門学校と

の連携強化を行うための高専連携WGを設けて活動を開始してい

る。

特に、各分野の取り組みの中で汎用性の高い講義については、

順次、ビデオ教材化を進めており、enPiTのような実践教育のさら

なる普及・拡大に貢献できればと考えている。

これらいろいろな活動に携わっていただいた教員、職員の方々

のご尽力に感謝いたします。

ビジネスシステムデザイン分野

ビジネスシステムデザイン分野では、各連携校にて専任教員お

よび担当教員を中心に授業の継続的な改善や学内でのPBL教育

の普及に努めるとともに、分野でFDWGを設置し連携校相互、ま

た産業界とも教育実践の事例の相互紹介や知見の共有を行って

いる。

分野FDWGにおける活動では年2回のFD合宿とenPiT FDシン

ポジウムを開催した。2017年6月25日～26日に「enPiT2 FD合宿

2017 in 函館」を産業技術大学院大学主催で開催した。本分野の

連携校教員、参加校教員、連携企業の関係者のほか、ビッグデー

タ・AI分野、セキュリティ分野、組込みシステム分野の連携校教員

も参加し、参加者数は前年度を上回る計30名であった。ジグソー

法による『Joy, Inc. 役職も部署もない全員主役のマネジメント』の

読書会を実施したほか、オープンスペーステクノロジーにより参

加者全員での活発な議論を促し、議論やワークショップを通して

PBL教授法についての研鑽を深めた。

2017年12月24日〜25日には「enPiT2 FD合宿2017冬 in 沖縄」

を産業技術大学院大学主催で開催した。本分野・他分野の連携校

教員のほか、連携企業の関係者が大勢参加したことで、これまで

の合宿に比べ意見の多様性が見られた合宿となった。参加者数

は前回を上回る計37名であった。前回に引き続き、オープンス

ペーステクノロジーの手法を取り入れ、学部生向けのPBL教育実

施から見えてきた課題や悩み、新しい発見について互いに情報を

持ち寄って議論し、セクションごとにポスターなどの具体的な成果

物を作成し、これを共有することで今後のPBL教育に役立てていく

ことを目指した。

2017年9月19日には愛媛大学にて「enPiT FDシンポジウム in 

EHIME」を開催し、本分野連携校教員、連携企業からPBL教育の取

り組みについて講演とパネル討論を行った。

また、実践的な人材育成の取り組みの発表の場を設け、知見の

普及と集約を目的に、2018年3月19日から21日にDong Hoi City, 

Vietnamで開かれる10th Asian Conference on Intelligent 

Information and Database Systems（ACIIDS2018）においてスペ

シャルセッション 2DT-PBL 2018: Special Session on Design 

Thinking Based R&D, Development Technique, and Project 

Based Learningを企画、開催する。

また各連携校では、定期的に担当教員で教育方法に関わる議

論を実施する、他大学教員や連携企業の助言を得る、他大学の合

宿や成果報告会などに出席し情報を交換する、実践的IT教育研究

会（rePiT）へ積極的に参加し発表するなど、継続的な教育プログラ

ムの改善に取り組んでいる。
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2 . 1 . 1 	 教育内容

ビッグデータ・AI分野（通称:AiBiC）は、大阪大学が中核拠点とな

り、東京大学、東京工業大学、お茶の水女子大学、千葉大学、電気

通信大学、奈良先端科学技術大学院大学、神戸大学、和歌山大学、

九州工業大学の9校を連携校として、計10校が中心となり、「ビッグ

データ・AI・クラウド技術を用いた課題解決人材育成」という取り

組み名称で教育を推進している。

具体的には、さまざまな社会的課題をビッグデータ処理、AI、ク

ラウドなどの基盤技術を用いて解決するとともに、新たなビジネ

スや価値の創出を行える人材の育成を目指す。また、産学の協働

ネットワークを構築し、多くの優秀な学部生を育成するとともに、

実践的情報教育の知見を蓄積し、学部教育に広く普及させること

を目的とする。

これらの目標の実現のために、上記基盤技術に関する基礎知

識を学習したうえで、グループ学習を行うPBL基礎を実施し、それ

を補完する発展学習として発展的なPBLや情報システム開発など

を実施する。

本取り組みは、前述の東日本・西日本に展開した10校の大学が

中心になり、ベンダー企業・ユーザ企業の協力のもとで、教育プロ

グラムを開発し実行する。また、これら以外にも広く参加校を募集

して学部生を教育するとともに、その教員に学部における実践的

情報教育の知見を提供し、当該分野の学部教育の普及を目指して

いく。図表2.1.1にAiBiC教育ネットワークを示す。

██ 教育方法
本分野で実施する基礎知識学習、PBL基礎、発展学習について

説明する（図表2.1.2）。

①基礎知識学習

PBLにおいて受講生がビッグデータ処理技術、AI技術、クラウド

技術を理解し、それらを活用して情報システムを実現できるよう、

ソフトウェア開発技術、ビッグデータ処理技術、AI技術、クラウド技

術から必要なものを学習する。

図表2.1.1	 AiBiC教育ネットワーク

京都産業大学
立命館大学

大阪工業大学
近畿大学
大阪大学
神戸大学

関西学院大学
兵庫県立大学

甲南大学

香川大学
高知工科大学

東海大学九州工業大学
九州大学

島根大学

電気通信大学
早稲田大学
東京工業大学
お茶の水女子大学
東京大学
千葉大学

奈良先端科学技術大学院大学
奈良工業高等専門学校
和歌山大学

ビッグデータ・AI分野2 . 1



13e n P i T  A N N U A L  R E P O R T  2 0 1 7

第
２
章

　
実
践
教
育
の
取
り
組
み
状
況

②PBL基礎

複数人でチームを組み、ビッグデータ処理技術、AI技術、クラウ

ド技術を活用したPBLを実施する。また、それらの技術に関する最

新事例、基礎知識学習以外で必要となる内容についても学ぶ。

③発展学習

基礎知識学習、PBL基礎で行った内容に基づいて、各大学にお

いて発展的なPBLの実施や分野全体での成果報告会などを行う。

██ 修了認定
修了認定は、各連携校（あるいは、共同実施する複数の連携校）

が、分野目標実現に必要な科目の合格者に対して認定し、分野運

営委員会で報告、確認することにより行う。

例えば、AiBiC関西の大阪大学では次の科目を開講しており（括

弧内は単位数）、後述する「実践PBL」を含めて、8単位以上を修得

した学生を修了生とする。

［基礎知識学習科目］

プログラム設計（2）、ソフトウェア構成論（2）、知識工学（2）、計算

機援用工学B（2）、情報科学ゼミナールA（1）、情報科学演習C（2）

［PBL基礎科目/発展学習科目］

実践PBL（3）、情報科学ゼミナールB（1）、情報科学演習D（2）

AiBiC関西の連携校・参加校も同様に各大学で開講している科

目を［基礎知識学習科目］、［PBL基礎科目/発展学習科目］として設

定し、「実践PBL」を含めて必要な単位数を修得した場合に修了生

とする。

●●分野運営委員会・外部評価委員会

分野の運営を円滑に行うために中核拠点・連携校の代表で構

成される運営委員会を設け、プログラム全体の意思決定を行って

いる。また、外部評価委員会（アドバイザリ委員会）を設け、年に1

回、外部の有識者に対して本計画の達成状況、運営に関する報告

を行い、評価結果に基づいて教育内容、運営方法を改善する仕組

みを作っている。委員は次の通りである。

山本里枝子（株式会社富士通研究所）

角谷和俊（関西学院大学）

児玉寛（株式会社野村総合研究所）

岩崎克治（株式会社メディヴァ）

山本委員はソフトウェア工学、角谷委員はAI技術、児玉委員はク

ラウド技術、岩崎委員はビッグデータ分析の立場で評価していた

だく。

██ 参加校・連携企業の参画
参加校の連携・協力としては、教員が教育プログラムの一部（講

義、PBL、演習の担当、各大学からの受講生の指導）を担当し、当該

大学の学生が受講生として中核拠点・連携校が開講する教育プロ

グラムを受講する。また、連携企業の連携・協力としては、特任教

員・非常勤講師、あるいは、WGのメンバーとして参画いただき、授

業やPBLなどの題材について協力していただく。

各大学や企業との連携を円滑に進めるために、連携校におい

て特任の教員を採用し、事前の調整や授業の遂行、事後評価など

の業務を遂行する。さらに、参加校の教員も非常勤教員、招聘教員

として連携校で採用し、授業の実施およびプロジェクトコーディ

ネーションの補助にあたる。enPiT2の事業計画に示されている通

り、活動全体に関する運営委員会、外部評価委員会、各種WG活動

が計画されている。本分野からもそれらの活動に中核拠点・連携

校の教員が参画する。

図表2.1.2	 教育方法

ビッグデータ処理技術

解析技術（サンプリング、データ加工、機
械学習、パターン発見、予測、時系列分
析、可視化など）
非構造化データ処理（言語/画像/音声処
理など）
基礎技術（統計数理基礎/応用など）

クラウド技術

SaaSの活用、PaaSの活用、IaaSの活用、仮
想化技術、データベース、モバイルネット
ワーク、クラウドクライアント関連技術、ク
ラウドシステム基盤構築、データセン
ターなど

ソフトウェア開発技術

離散数学、プログラミング、オペレーティ
ングシステム・データベース、ネットワー
ク、ソフトウェア構築、モデル化と要求開
発、アーキテクチャ、設計、検証と妥当性
確認、形式手法、ソフトウェアプロセスと
品質、開発管理など

PBL基礎

発展学習

、習学eerT noisiceD（IA型識知ターデ
ルール学習、帰納論理プログラミング

（ILP）、ベイジアンネットワーク、サポート
ベクターマシン、クラスタリング、データ
マイニングなど）

）どなクーワトッネルラーュニ（IA内脳

AI技術
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2 . 1 . 2 	 教育実績

本年度の実績についてまとめる。教育は、東日本、関西、九州の3

グループで実施している。

AiBiC東日本は東京大学、東京工業大学、お茶の水女子大学、千

葉大学、電気通信大学の5校で構成され、夏合宿の共同運営と各

大学の個性を活かしたハイブリッドな教育を次のように実施して

いる（図表2.1.3）。

●●基礎知識学習科目 <各大学にて実施>

科目例 	プログラミング基礎、データ構造とアルゴリズム●

ビッグデータ分散処理、AI基礎論 など

●●基礎PBL <共同運営+各大学にて実施>

共同運営 	夏合宿、BIGCHA（修士生向け科目への参加）

各大学 	情報実験、チーム開発 など

●●発展学習科目 <各大学にて実施>

科目例 	情報科学総合演習、研究プロジェクト など

基礎PBLとして共同運営した「夏合宿」は、連携校の5校に加え、

参加校（早稲田大学・東海大学・東京電機大学・香川大学）の受講

生7名を含む52名が受講した（単位認定は大学により異なる）。こ

の夏合宿は三浦海岸で、2泊3日（2017年9月4日〜6日）で実施し

た。システム開発のシステム化構想フェーズに着目しており、実

ユーザ企業に対し、ビッグデータやAI技術を活用したITサービス

の提案を行うもので、基礎知識学習科目で学んだ知識の応用とな

る。具体的な開発テーマは「外国人観光客に三浦海岸およびマホ

ロバマインズ三浦を楽しんでもらうには?」とし、デザイン思考アプ

ローチを組み込んだカリキュラムとなっている。使用した方法論

は、実際に企業で使用されているExテーブル法およびPRePモデ

ル法で、研修フレームワークは株式会社 日立製作所から提供を受

け、連携校の教員が実際のファシリテーションを実施した（図表

2.1.4）。合宿最終日にはデモを交えた提案プレゼンテーションコン

ペを行い、ユーザ企業である株式会社 四季の自然舎から成果物

およびプレゼンテーションについてフィードバックをいただいた

（図表2.1.5）。また、1日目の開発セッションでは、クックパッド株式

会社の協力によるコードゴルフを実施し、クラウドシステムの実装

演習を行った。図表2.1.6に夏合宿のタイムテーブルを記載する。

なお夏合宿にはenPiT1の受講生6名がTAとして参加し、短期間で

のチームビルディングに寄与した。

図表2.1.4	 リサーチ結果をもとに課題を分析する学生

図表2.1.5	 プレゼンテーションする学生

図表2.1.6	 タイムテーブル

9月4日 9月5日 9月6日

9:00 （受付開始） 課題分析 発表準備

講義：要求開発とは

PBLイントロダクション Exテーブル作成

チームビルディング

（昼食） （昼食） （昼食）

13:00 フィールドリサーチ 仮説の検討 プレゼンテーション

フィールドリサーチ2

課題整理 振り返り

18:00 企業講演（クックパッド）提案内容のまとめ （解散）

（夕食） （夕食）

19:30 開発セッション （自由時間）

図表2.1.3	 AiBiC東日本の概要

共同運営と各大学の講義のハイブリッド構成

基礎知識学習 ：各大学にて実施
プログラミング基礎、データ構造とアルゴリズム
ビッグデータ分散処理、AI基礎論…

基礎PBL ：
共同運営：夏合宿、BIGCHA
各大学で実施：情報実験、チーム開発…

発展学習 ：各大学にて実施
情報科学総合演習、研究プロジェクト…
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図表2.1.7	 AiBiC関西の概要

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

基礎知識学習
5/27、6/10、7/1、8/5

中之島 および
各大学の関連講義

夏季集中講義
9/4～9/8 中之島

グループでPBLを行う

最終成果報告会
12/9 グランフロント大阪

10/14、11/11、12/9
中之島　その間分散PBL

発展学習

2017年

■講義
　基礎的な知識について座学・演習
　（クラウド、ビッグデータ、AI）
■企業セミナー
　関連企業によるセミナーを開催

■ファシリテーション
　グループ作業のやり方を学ぶ
■PBL
　グループでプロジェクトを組んで、
　スーパーの自動発注システムを開発

■発展学習
　夏季集中で行った内容をさらに発展させる分散
　PBLを行う
■成果報告会
　各グループが開発したシステムのコンペを実施

⼤規模な
⽣データ

学習用データセット

需要予測
モデル

★ビッグデータ
処理

⾃動発注
プログラム

★機械学習

スーパー店舗
（シミュレータ）

Microsoft
Azure Machine
Learning

Hadoop
Map Reduce

★クラウド
コンピューティング

Web	APIWeb	API

図表2.1.8 AiBiC関西のPBL課題：スーパーの自動発注システム

図表2.1.8	 AiBiC関西のPBL課題:スーパーの自動発注システム

図表2.1.9	 AiBiC関西成果報告会:学生のプレゼンテーション

図表2.1.10	 AiBiC関西成果報告会:教員による講評

AiBiC関西では、大阪大学で新規開講した授業「実践PBL（通年、

3単位、開講場所:大阪大学中之島センター）」を、受講生が所属す

る連携校・参加校と必要に応じて単位互換協定を結んだうえで、

全員が受講している。AiBiC関西の概要を図表2.1.7に示す。基礎知

識学習期間に月1回（合計4回）受講生は夏季集中講義のPBLで必

要な技術についての講義・演習を行った。また、各技術がベンダー

企業やユーザ企業でどのように利活用されているかのセミナーを

開催した。夏季集中講義（2017年9月4日〜9月8日）では、初日に

PBL活動上重要なファシリテーションの講義・演習を実施し、その

後、夏季集中講義の4日間と発展学習期間（10月〜12月）でPBLを

行った。PBLでは、図表2.1.8に示すようなスーパーの自動発注シス

テムを9チームがそれぞれ開発する。具体的には、ヨーグルト、食

パン、チーズ、京あげ、つみれ、納豆の6商品中3商品を選択する。

利用できる売上データは5年分あり、1〜4年目のデータを利用し

て機械学習をして需要予測モデルを作成し、5年目のデータを利

用した1年間のシミュレーション結果でその精度を求める。システ

ム構築にあたっては、ビッグデータ処理、AI技術（機械学習）、クラ

ウドの利用と当分野が対象とする技術が含まれており、実社会の

課題である発注業務に利活用している点で、実践的なPBL課題で

あると考えている。12月9日に成果報告会を行い、各チーム開発し

たシステムのコンペを行った。結果として、9グループの精度平均

は91.62%であり、優勝チームは94.88%の精度を得た。図表2.1.9、

図表2.1.10に成果報告会の様子を示す。

結果として、51名の受講生が「実践PBL」を合格した。受講生に対

し講義終了後に行ったアンケートでは、おおむね好評な感想を得

られたほか、学んだ技術を用いて自主的にアプリ開発を行うなど、

授業外でも意欲的に学習に取り組む様子が見られた。 
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結果、優秀賞およびプレゼンテーション賞をそれぞれ1チーム選

出した。優秀賞のテーマは「140字レシピ要約とTwitter上での実

装」であり、プレゼンテーション賞のテーマは「料理分類器の構築」

であった。本年度は、履修者36名のうち、すべての単位を修得した

32名を合格としてenPiT修了証を授与した。

5月4月 6月 7月 8月 9月
10月
11月 12月

基礎知識学習
4月～7月に各15コマ×2科目

九工大飯塚キャンパス

夏季集中講義
8月～9月の1週間（36コマ）

九工大飯塚キャンパス

成果報告会
12/18 九工大飯塚キャンパス

9月～12月の12コマ
九工大飯塚キャンパス

発展学習

2017年

■ソフトウェア設計
UMLを用いたオブジェクト指向設計と分析が
実際に行うことができるように幅広く学ぶ
■人工知能プログラミング・演習
論理型プログラミングの基本概念について
理解し、知能情報処理の考え方を習得する

■後期オリエンテーション
PBLの内容について詳しく説明し、
希望調査ののち受講生を決定する
■PBL
グループごとにプロジェクトを発足し、
提供されたデータから知識発見を
目指す＆中間発表

■発展学習
夏季集中で行った内容をさらに発展
させる発展PBLを各グループごとに行う
■成果報告会
各グループが開発したシステムの
コンペを実施＆優秀なグループを表彰

10月

図表2.1.11	 AiBiC九州の概要

図表2.1.12	 AiBiC九州のPBL基礎:ビッグデータからの知識発見

人工知能プログラミング・演習
ソフトウェア設計

プログラム言語 Python の学習
機械学習（SVM・決定木など）の基礎

実データを用いたPBL

グループでの
自由なタスク設計

例：クックパッドのレビュー記事の
内容に基づきに各料理のランキングを
予測する

機械学習による
分類モデルや予測モデル

レビューからのキーワード抽出
キーワードのクラスタリング
回帰モデルによるランキング推定

発展学習と
成果報告会

演習中に解決できなかった問題の
改善とプレゼンによる成果発表
例）キーワードをWikipediaから拡充

既存の講義で学ぶ 演習内で学ぶ

図表2.1.13	 AiBiC九州成果報告会の様子

AiBiC九州では、九州工業大学で開講した基礎知識学習科目（2

科目、前期）、PBL基礎科目（1科目、夏季集中）および発展学習科目

（1科目、後期）からなる九州工業大学enPiTコース（図表2.1.11）に

3年生合計36名が履修登録した。基礎知識学習ではソフトウェア

設計や人工知能プログラミングについての基本的な知識を身に

付けるための講義・演習を行った。PBL基礎では、計8日間（1日当

たり9時間）の間にPythonや機械学習ライブラリの習得にはじま

り、グループミーティングによる課題の発見、システム構築をチー

ムごとに行った（図表2.1.12）。演習用のビッグデータは、クック

パッドのレシピデータ、新聞記事などの著作権があるものを利用

したため、提供企業とそれぞれ契約を結び、データはサーバ上に

保存したものを各自のノートPCから遠隔で利用するものとした。

PBL基礎最終日に全チームが中間発表を行って、得られたコメン

トをもとに、発展学習においてシステムの改善に取り組んだ。

発展学習の最終日では、全8チームがバージョンアップしたシス

テムの成果報告会（図表2.1.13）を行い、参加者全員による投票の
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装までの指導法を学んでいる。また、enPiTに参加していない同校

教員とメンタリングおよびコミュニケーションに関する講義と打ち

合わせを行っている。

AiBiC関西（大阪大学、奈良先端科学技術大学院大学、神戸大

学、和歌山大学）では、連携校・参加校からの参画教員による教材

作成・FDワークショップや講義の実施を通じた意見交換などを9

回実施し（のべ45名が参加）、実践教育に関するノウハウや教育手

法の共有および講義内容の改善・評価を行った。教員間で分担を

行い、ビッグデータ、AI、クラウドの各分野の講義教材作成と、PBL

演習用システムのデータ処理、機械学習、学生が改良するための

自動発注システムのひな形、スーパーマーケットの店舗シミュ

レータの開発をそれぞれ行った。これらの分担と連携により、講義

での学習とPBLでの演習を有機的に結び付ける教材を作成するこ

とができた。新規開発教材は分野内でも共有できる可能性があ

り、2017年度はAIの講義についてビデオ教材化を行った。シミュ

レータ部分のデータは販売系であれば応用可能であり、他の演習

テーマにも活用できる。

九州工業大学では2016年度に作成したPBL教材をもとに、本年

度に九州工業大学の教員4名によってPBLのテーマを複数試作

し、内容を吟味した。また、参加校の教員2名を加えた意見交換を

行って課題の洗い出しを行った。その結果、用意しているデータだ

けではバリエーションが不足することが予想されたため、演習用

データを複数追加した。また、初学習者用の補習教材を新たに開

発した。この改善によって、コース履修者36名全員が滞りなくPBL

の課題をクリアすることができた。今後は、参加校も含めたコース

修了生の輩出を目指す。さらに、2017年度は九州工業大学全教員

を対象としたFD講習会を実施した。

図表2.1.14	 2017年度修了生数

修了生数

2017年度修了生数（見込み）

合計 連携
校

参加
校 他

ビッグデータ・AI分野 227 209 15 3

大阪大学

51

11

15 3
神戸大学 11

和歌山大学 11

奈良先端科学技術大学院大学

東京大学 111 111 0 0

東京工業大学 1 1 0 0

電気通信大学 9 9 0 0

お茶の水女子大学 5 5 0 0

千葉大学 18 18 0 0

九州工業大学 32 32 0 0

██ 修了予定者数
本年度の受講生数を図表2.1.14に示す。年度目標を大きく上

回っている。

██ 分野運営委員会と外部評価委員会
分野運営委員会を2017年6月14日、10月5日の2回実施した。

2018年3月2日に第3回を実施する。また、本年度修了生の最終認

定のため3月末に第4回を実施する予定である。

第1回外部評価委員会は2017年3月15日に実施し、本年度実施

した教育内容について説明を行い、多くのコメントをいただい

た。第2回は2018年3月2日に実施し、本年度の成果について評価

していただく予定である。

2 . 1 . 3 	 教員養成・FD活動

中核拠点・連携校・参加校教員や企業の非常勤教員と連携し、

ビッグデータ・AI技術の基礎から応用にわたる教材や演習課題・

PBL課題の開発、改善を行った。また、分野で18件の公開講義を設

定し、それぞれの講義を見学することにより、各トピックスや実践

教育のノウハウ・教育方法を学べるようにした。さらに、次年度以

降の授業の実施の補助、補助期間終了後の円滑な継続のために、

ビデオ教材・e-learning教材の開発を行った。前述の通り、当分野

は3つのグループで教育を行っているので、以降で各グループや

連携校における特徴的な取り組みを述べる。

東京大学では、全学の情報教育に関する検討を行う「情報教育

運営委員会」およびその実務組織として「情報教育ネットワーク」

を発足させた。「ネットワーク」には50名弱の教員が参加し、教育

手法の情報交換などを通じ実践教育に関するFD活動が行われ

た。東京工業大学では、昨年に引き続き2017年8月25日から2週

間、教員2名をNEC Telecom Software Philippines, Inc.に派遣、同

社で行っている開発研修に企画立案および研修運営者として参加

し、国際コミュニケーションを含めて、現地リサーチからアプリ実

※2018年2月現在
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2 . 2 . 1 	 教育内容

セキュリティ分野（enPiT-Security）では、サイバーセキュリティ

分野の実践的スキルの基礎を習得した人材を養成するBasic 

SecCapカリキュラムを協働で開講し、Basic SecCapコース修了を

認定する。次の14の大学で連携してBasic SecCapコース（ロゴ

マーク：図表2.2.1）を起ち上げて、共通のカリキュラムと修了認定

制度により協働して運営している。

●●東北大学（中核拠点、重点実施校）

●●北海道大学

●●静岡大学

●●北陸先端科学技術大学院大学

●●京都大学

●●大阪大学（重点実施校）

●●奈良先端科学技術大学院大学

●●和歌山大学

●●岡山大学（重点実施校）

●●九州大学

●●長崎県立大学

●●慶應義塾大学（重点実施校）

●●情報セキュリティ大学院大学（重点実施校）

●●東京電機大学（重点実施校）

図表2.2.1	 Basic SecCapロゴマーク

Basic SecCapコースは、喫緊の課題であるサイバーセキュリ

ティ分野の人材育成とすそ野の拡大を目標として、先進技術の知

識に加え、理解・応用できる実践的能力を持つIT技術者・経営者と

なりうる人材を育成する取り組みである。大学間連携による教育

内容の多様性とともに、産業界や情報セキュリティ関連団体との

連携による実践的人材育成の教育コースを開発し実施している。

高度化する情報セキュリティの脅威を理解し、リスクマネジメント

に必要な知識、基本的技術、実践力を備えた人材の育成を目指し

ている。

Basic SecCapコースは、基礎知識学習のための基礎科目と専門

科目、PBL演習のための演習科目、および発展学習のための先進

PBLと大学院インターンシップを含む先進演習科目で構成する

（図表2.2.2）。14の連携校から相互にあるいは参加校に対して、遠

隔講義や集中講義（演習）を提供する。

特に幅のある演習科目を重視し、連携校によるネットワークで

各大学が開発した特徴的なPBL演習を、相互に提供する。産業界

の協力も得た多岐にわたるPBL演習により、多様な経験の機会を

提供し、実践的セキュリティ人材を十分な人数規模で輩出すると

いう要請に応える。さらに、先進演習科目として、先進PBLと大学院

インターンシップを提供することにより、将来のスペシャリストと

なるために必要な高度な能力を身に付けることを可能とするな

ど、レベルと内容を多様化する構造をとっていることも本コースの

図表2.2.2	 実践的人材の育成のための体系的・総合的・経験的知識と科目群

セキュリティ分野2 . 2
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図表2.2.3	 Basic SecCap科目群と修了認定

特徴である。演習科目と先進演習科目は休暇期間や週末などに実

施するものが多く、他大学の科目を履修して多様な実践的教育を

受けることができる。

本コースでは、14の大学が連携してバラエティに富んだ講義お

よび演習を基礎科目、専門科目、演習科目、先進演習科目として開

講する。各科目は、連携校相互、および各地の参加校に提供され、

多くの学生が、幅広いセキュリティ分野の最新技術や知識を、具体

的に体験を通して習得することができる。

基礎知識学習では、基礎知識を応用した総合的な知識を習得

する「専門科目」と、各連携校および参加校のネットワーク関連、セ

キュリティ関連の「基礎科目」を活用し、情報セキュリティに携わる

人材が身に付けるべきセキュリティ技術の基礎力を習得する。「基

礎科目」は各所属校が指定する数科目であり、申請により教育水

準とコース修了者認定の質を考慮して認める。「専門科目」は5つ

の重点実施校が調整して内容の偏りを防ぎ、レベルの均質化を

図って設定して実施し、他校の学生も双方向の遠隔講義配信を通

して受講できる。学んだ知識を実践し、経験的知識を習得するた

めの「演習科目」は、各連携校から多岐にわたる特徴的な内容の

PBL演習が提供され、他校の演習も受講できる。

高度な実践演習を通し、経験的知識を発展させ高度な人材育

成を図る「先進演習科目」には先進PBLおよび大学院インターン

シップがある。

Basic SecCapコースの所定の科目を履修し、要件を満たした学

生には、連携校共同でBasic SecCapコース修了を認定し、修了認

定証を授与する。修了認定は3つのレベルに分かれており、あらゆ

る産業分野の職場や社会の各所において必要とされる基礎知識

を身に付けたセキュリティエキスパートのレベルから、将来はセ

キュリティ産業の研究者・開発者のようなセキュリティスペシャリ

ストになることを目指してその基礎を習得するレベルまで、到達

目標と内容を多様化させている（図表2.2.3）。

例えば、基礎的知識の習得を修了したことを認定するBasic 

SecCap7では、基礎的知識を習得する基礎科目を4単位以上、総

合的な知識を習得する専門科目を2単位以上と、経験的知識を習

得する演習科目を1単位以上の、合計7単位が認定要件である。

セキュリティ分野では、月1回の分野運営委員会を開催し、コー

ス運営や各連携校のカリキュラム内容について情報共有や意見

交換を行い、教育内容の改善に努めている。履修運営は重点実施

校が担当する。

さらに、分野アドバイザー委員にも多数の演習を視察いただ

き、具体的アドバイスやコメントをいただき、演習内容の改善に活

かしている。

2 . 2 . 2 	 教育実績

██ Basic SecCapコースの実施
2017年度は専門・演習・先進演習科目群として、専門科目5、PBL

演習14、先進PBL6、大学院インターンシップ5の合計30科目を開

講した（図表2.2.4）。

本年度は251名（うち、連携校：224名、参加校：27名）がコース修

了認定証を受ける見込みとなっている（2018年1月現在）。

●●専門科目

セキュリティ教育の標準カリキュラムをターゲットにした統一カ

リキュラムとして重点実施校がそれぞれ専門科目：セキュリティ総

論を開講した。具体的にはセキュリティに関する技術から運用、リ

テラシー、法制度に至るまで総合的な知識を習得するためのカリ

キュラムを提供した。さらに、遠隔配信システムを導入し、他の連

携校や参加校の受講者も遠隔で受講できるようにした。

一例として、東北大学では特別講義「セキュリティ総論A」を開講

し、セキュリティに関する評価・対策技術・体制・倫理などを論じた

※Basic SecCap 7： 専門科目2単位、演習科目1単位、および基礎科目4単位の合計7単位以上を取得
※Basic SecCap 8： Basic SecCap 7授与要件に加え、先進演習科目より1単位を取得
※Basic SecCap 10： Basic SecCap 7授与要件に加え、先進演習科目より大学院インターンシップを含む計3単位を取得

（1単位）

先進演習科目
高度な実践演習を通し、経験的知識を発展

（2単位）

（2単位）

（4単位）

演習科目
学んだ知識を実践し、経験的知識を習得
例：危機対応訓練

専門科目
基礎知識を応用した総合的な知識を習得
例：リスク管理、法制度、監査、経営

Basic SecCap 10

基礎科目
体系化された基礎知識を習得
例：ネットワーク技術、セキュリティ技術、情報理論

実践的セキュリティ人材

段階的な学習

Basic SecCap 8

Basic SecCap 7

（1単位）
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図表2.2.4	 Basic SecCapコース提供科目一覧

科目区分 設置校 科目名

専門科目
（必修）
［2単位］

東北大学 特別講義「セキュリティ総論A」

大阪大学 セキュリティ基礎論

東京電機大学 情報セキュリティの基礎と暗号技術（セキュリティ総論）

慶應義塾大学 セキュリティ総論D

岡山大学 セキュリティ総論E

演習科目
［1単位］

北海道大学 サイバーセキュリティ基礎演習

東北大学 特別講義「クラウド・セキュリティ演習」

大阪大学
ビッグデータのプライバシー保護プロトコル演習

安全な分散ネットワークの構築

和歌山大学 インシデントレスポンス演習

岡山大学
暗号ハードウェアセキュリティ演習

クロスサイトスクリプティング対策演習

九州大学
セキュリティエンジニアリング演習

サイバーセキュリティ演習

東京電機大学
ネットワークセキュリティ実践演習（セキュリティPBL） 

セキュリティ先進PBL

慶應義塾大学 PBL演習K（システム攻撃・防御演習）

京都大学 不正アクセス解析演習

長崎県立大学 Webアプリケーションファィアウォールによる攻撃検知演習

先進演習科目
（先進PBL）
［1単位］

東北大学 特別講義「制御システムセキュリティ演習」

大阪大学
システム構築におけるセキュリティ機能実装とセキュリティ監視・運用演習

IoT機器向け安全な楕円曲線暗号の実装

東京電機大学 CSIRTとリスクマネジメント演習（先端セキュリティ）

慶應義塾大学 インシデントハンドリング演習

岡山大学 安全性評価のための衝突型暗号攻撃演習

先進演習科目
（大学院インターンシップ）

［1単位］

北陸先端科学技術大学院大学
セキュアクラウド理論演習

認証技術によるWebシステムのセキュリティ対策実践

奈良先端科学技術大学院大学 ハードウェアセキュリティ基礎演習

情報セキュリティ大学院大学
脅威分析演習

ハードニング基礎演習

図表2.2.5	 専門科目:特別講義「セキュリティ総論A」 

現地の講義の様子（東北大学） 遠隔受講の様子（仙台高等専門学校）

（図表2.2.5）。大阪大学、岡山大学、慶應義塾大学、東京電機大学で

もそれぞれ同様に専門科目を開講し、暗号理論やシステム基礎、

制度に至るまでセキュリティについて幅広く論じた。また各大学で

遠隔配信システムを導入して、相互配信により遠隔受講により他

の連携校や参加校からの学生を受け入れた。

●●演習科目

演習科目では、基礎科目と専門科目で学んだ知識を実践し、経

験的知識として習得する。そのために大学院大学以外の各連携校

がネットワークセキュリティやソフトウェアセキュリティ、Webセ

キュリティ、暗号技術など多岐にわたるPBL演習を提供した（図表

2.2.6）。

北海道大学では「サイバーセキュリティ基礎演習」としてサーバ

管理者が行うログ分析について基礎的な演習を実施した。

東北大学では、特別講義「クラウド・セキュリティ演習」を開講

し、クラウドサービスに関するセキュリティリスクについての演習

を企業インターンシップの形式で実施した。

大阪大学では「ビッグデータのプライバシー保護プロトコル演

習」と「安全な分散ネットワークの構築」を実施した。前者はビッグ

データ解析における個人情報保護のための暗号技術や秘匿計算

に関する演習を行い、後者は分散システムに保管されたデータの
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安全な利活用に関する演習を実施した。

和歌山大学では「インシデントレスポンス演習」としてインシデン

トの切り分け方やそのトラブルシュートに関する演習を実施した。

岡山大学では「クロスサイトスクリプティング対策演習」を実施

し、CTF（Capture The Flag）形式による実践的な演習を行った。ま

た「暗号ハードウェアセキュリティ演習」を行い、ハードウェア実装

された暗号計算に対する攻撃原理やその防御について学んだ。

九州大学では「セキュリティエンジニアリング演習」ならびに

「サイバーセキュリティ演習」を実施した。「セキュリティエンジニア

リング演習」では、IoT（Internet of Things）機器を用いて、IoTサー

ビスのセキュリティ対策について実習を行った。また「サイバーセ

キュリティ演習」では、ハンズオン形式の実機を用いたセキュリ

ティインシデントの体験やその演習を実施した。

東京電機大学では「ネットワークセキュリティ実践演習」として

ネットワークの構築やサーバへのトラフィック監視を行うことで、

ネットワークセキュリティの重要性を学ぶ演習を行った。さらに企

業インターンシップの形で「セキュリティ先進PBL」を実施し、ボー

ドゲームを通じて、インシデント対応について理解を深めた。

慶應義塾大学では「PBL演習K（システム攻撃・防御演習）」とし

て、 閉じられた環境で脆弱性のあるマシンに対しての攻撃体験を

通じて、サイバー攻撃に対する防御の基礎について学んだ。

京都大学では「不正アクセス解析演習」を実施した。具体的には

侵入検知システム（IDS）の仕組みと、機械学習を用いた不正な通

信を検出する手法に関する演習を展開した。

長崎県立大学では「Webアプリケーションファイアウォールによ

る攻撃検知演習」として、Webアプリケーションに対する攻撃を、

Webアプリケーションファイアウォール（WAF）を導入して検知す

る演習を実施した。

また、静岡大学では「サイバー攻防基礎演習」の計画を行った。

多岐にわたるWebシステムへのサイバー攻撃の原因を理解する

ための基礎演習を行う内容であり、次年度開講へ向けて準備・設

計を実施した。

●●先進演習科目

先進演習科目では、より高度な実践演習を体験することで、経

験的知識を発展させることができる。先進演習科目は、先進PBL

と、大学院インターンシップがある。

先進PBLについては重点実施校のうち5校が担当した（図表

2.2.7）。例として、東北大学では、特別講義「制御システムセキュリ

ティ演習」を開講し、さまざまな分野の制御システムのサイバーセ

図表2.2.6	 演習科目の様子 

東北大学：クラウド・セキュリティ演習北海道大学：サイバーセキュリティ基礎演
習

京都大学：不正アクセス解析演習

和歌山大学：インシデントレスポンス演習大阪大学：ビッグデータのプライバシー保
護プロトコル演習

岡山大学：暗号ハードウェアセキュリティ演
習

岡山大学：クロスサイトスクリプティング対
策演習

九州大学：サイバーセキュリティ演習九州大学：セキュリティエンジニアリング
演習

長崎県立大学：Webアプリケーションファ
イアウォールによる攻撃検知演習

慶應義塾大学：PBL演習K（システム攻撃・
防御演習）

東京電機大学：ネットワークセキュリティ実
践演習

東京電機大学：セキュリティ先進PBL

静岡大学：サイバー攻防基礎演習
東北大学：制御システムセキュリティ演習 大阪大学：システム構築におけるセキュリ

ティ機能実装とセキュリティ監視・運用演
習

図表2.2.7	 先進演習科目：先進PBLの様子
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キュリティの基礎と対策に関する演習ならびにグループワークを

実施した。大阪大学では、「システム構築におけるセキュリティ機

能実装とセキュリティ監視・運用演習」として、システム構築におけ

るセキュリティ機能の実装や企業におけるセキュリティ対策など

について学習した。

大学院インターンシップは3つの大学院大学が提供した（図表

2.2.8）。

北陸先端科学技術大学院大学では、「セキュアクラウド理論演

習」を実施した。具体的には、セキュアクラウドシステムにおける

暗号技術などに関する演習を行った。さらに、「認証技術による

Webシステムのセキュリティ対策実践」では企業でのインターン

シップとして、生体認証などさまざまな認証方式の演習を行った。

奈良先端科学技術大学院大学では、「ハードウェアセキュリティ

基礎演習」を実施し、情報通信機器から情報漏えいが生じるメカ

ニズムを習得し、ハードウェアセキュリティの重要性を学んだ。

情報セキュリティ大学院大学では、「脅威分析演習」ならびに

「ハードニング基礎演習」を実施した。「脅威分析演習」では、ソフ

トウェア開発を対象としたセキュリティ要件分析・脅威分析の知

識・技術を体験的に習得するための演習を提供した。また、「ハー

ドニング基礎演習」では、Webシステムの構築・管理に必要とな

る、基本的かつ総合的なセキュリティ知識・記述を体験的に習得し

た。

●●参加校・連携企業の受け入れ・コース提供

大学・高等専門学校（10校）が参加校として加わった。Basic 

SecCapコース修了を目指す学生のみでなく、コースの一部を受講

する学生も受け入れ、Basic SecCapコースの講義や演習を提供し

た。

山形大学

宮城大学

北九州市立大学

東北学院大学

東北福祉大学

東北工業大学

石巻専修大学

岡山理科大学

九州産業大学

仙台高等専門学校

さらに、連携企業20社に講師派遣や演習環境、演習開発など、

さまざまな形でBasic SecCapコースの運営にご協力いただいた。

2 . 2 . 3 	 教員養成・FD活動

██ 分野運営委員会の開催
月1回分野運営委員会を開催して、14連携校の担当教員が集ま

り、Basic SecCapコースの実施状況の共有や課題などについて議

論した。遠隔配信システムにより遠隔地からも参加できる体制を

整えることで、より多くの担当教員と情報共有や課題についての

議論を継続的に行い、教育の質の向上や講義・演習・運営の改善

を図ることができた。

██ 受講生アンケートと講義・演習へのフィードバック
セキュリティ分野ではFDWGによる授業アンケートを各PBL演

習で実施した。その結果を担当教員にフィードバックし、演習の改

善を図っている。

██ 演習視察を通じたフィードバック
外部評価として産業界や教育界の有識者によるアドバイザー

委員会を設置した。委員には数多くの演習を視察していただき、

具体的なアドバイスや有益なコメントをいただいた。その内容は

開講校にフィードバックするとともに、全連携校で共有し、次年度

の演習改善に活かすことができた。

また、各連携校の演習に、連携校・参加校および参加校候補な

どの教員が参加し、演習の進め方や学生の指導についての情報

共有や意見交換を行い、また、連携企業からのコメントも得てい

る。分野運営委員会を演習日程とあわせて開催するなど、多くの教

員が他連携校の演習を視察できるよう工夫した。その結果、2017

年度において、視察参加教員人数はのべ52名となった（2018年1

月現在）。

●●演習科目：特別講義「クラウド・セキュリティ演習」

視察者 	淵上*（KBC学園）、脇山（仙台高等専門学校）、松田

（東北工業大学）、武田（東北学院大学）、工藤（石巻専

修大学）、須栗（宮城大学）、千田・小保方（一関工業高

図表2.2.8	 先進演習科目：大学院インターンシップの様子

北陸先端科学技術大学院大学：認証技術
によるWebシステムのセキュリティ対策実
践

北陸先端科学技術大学院大学：セキュアク
ラウド理論演習

奈良先端科学技術大学院大学：ハードウェアセキュリティ基礎演習

情報セキュリティ大学院大学：脅威分析演
習

情報セキュリティ大学院大学：ハードニン
グ基礎演習
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等専門学校）、東北インフォメーション・システムズ株

式会社、株式会社エスクルー

●●演習科目：不正アクセス解析演習

視察者 	保立*（独立行政法人 情報処理推進機構）

●●演習科目：ビッグデータとプライバシー保護プロトコル演習

視察者 	花田*（岡崎女子大学）、宮本（大阪府立大学）、矢内

（大阪大学）、三菱電機株式会社、トレンドマイクロ株

式会社

●●演習科目：インシデントレスポンス演習

視察者 	花田*（岡崎女子大学）、吉田（近畿大学）

●●先進演習科目（大学院インターンシップ）：ハードウェアセキュリ

ティ基礎演習

視察者 	花田*（岡崎女子大学）、保立*（独立行政法人 情報処

理推進機構）、青木（大阪府立大学工業高等専門学

校）

●●演習科目：暗号ハードウェアセキュリティ演習

視察者 	岸本*（高知工業高等専門学校）、小村（石川工業高等

専門学校）

●●演習科目：クロスサイトスクリプティング対策演習

視察者 	花田*（岡崎女子大学）、庄子（東北大学）

●●演習科目：セキュリティエンジニアリング演習

視察者 	淵上*（KBC学園）、株式会社ヒューマンテクノシステム

ホールディングス

●●演習科目：サイバーセキュリティ演習

視察者 	保立*（独立行政法人 情報処理推進機構）、ラストライ

ン合同会社、西日本電信電話株式会社、ネットワンシ

ステムズ株式会社

●●演習科目：Webアプリケーションファイアウォールによる攻撃検

知演習

視察者 	淵上*（KBC学園）

●●先進演習科目（大学院インターンシップ）：脅威分析演習

視察者 	保立*（独立行政法人 情報処理推進機構）

●●演習科目：PBL演習K（システム攻撃・防御演習）

視察者 	花田*（岡崎女子大学）、下村*（特定非営利活動法人

日本ネットワークセキュリティ協会）、株式会社 日立

製作所

●●演習科目：セキュリティ先進PBL

視察者 	花田*（岡崎女子大学）、岸本*（高知工業高等専門学

校）、下村*（特定非営利活動法人日本ネットワークセ

キュリティ協会）、保立*（独立行政法人 情報処理推進

機構）

 *はアドバイザー委員

██ 分野広報
国内外の関連するワークショップやシンポジウム、講演会、広報

などにおいてBasic SecCapコースを紹介し、本コースの取り組み

の普及活動を行った。また同時に参加校や連携企業の募集・呼び

かけも行った（図表2.2.9）。

●●東北大学大学院情報科学研究科 実践的情報教育推進室、

「enPiT2 セキュリティ分野 Basic SecCapの取り組み」 電気関係

学会東北支部連合大会 展示会 （2017年8月24日-25日）

●●曽根秀昭、「情報セキュリティ教育へのチャレンジ　－大学間

連携と産学連携のSecCapコース－」 まなびの杜，81号，p.01

（2017年9月30日発行）

●●砂原秀樹、「セキュリティ人材育成と大学の役割」情報処理北海

道シンポジウム2017（2017年10月7日）

●●和泉諭、庄子栄光、水木敬明、菅沼拓夫、中尾光之、曽根秀昭、

「東北大学におけるenPiT第2期セキュリティ分野Basic SecCap

の取り組み」 コンピュータセキュリティシンポジウム2017 

(CSS2017), (2017年10月25日)

●●猪俣敦夫、「グローバルに活躍できるセキュリティ人材とはー５

つのタネー」京都女子大学公開講座（2017年11月3日）

●●Hideaki Sone, Satoru Izumi, 「Basic SecCap, Practical 

Educat ion for  In format ion Secur i ty  by  Univers i ty 

Cooperation」 IA-Workshop 2017 （2017年11月15日）

●●猪俣敦夫、「サイバーリスクと共生する地域と人材育成」第2回

サイバーセキュリティセミナー-防げ!営業情報の流出-（2017年

11月15日）

●●猪俣敦夫、「名ばかりセキュリティ人材育成にしないようにする

10の心得」情報処理学会関西支部定期講演会（2017年11月24

日）

さらに、セキュリティ分野の活動紹介とBasic SecCapコース登録

学生募集、あるいは参加校・連携企業募集の資料として、セキュリ

ティ分野のパンフレットとセキュリティ分野のウェブページ

（https://www.seccap.jp/basic/）を作成した。

CSS2017での発表 IA Workshop2017でのポスター発表

図表2.2.9	 広報活動の様子
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組込みシステムなどの情報システム基盤技術を有し、新たな価

値を持つシステムを構築することのできる情報技術者を学部3年

生〜4年生における実践教育を通じて育成するための教育を行

う。

社会の課題を解決するとともに成長分野を支える新たな価値

を持つシステムを、組込みシステム技術を用いて構築する能力を

有する情報技術者を育成することが、組込みシステム分野の目的

である。組込みシステム分野では、学生に育成する組込みシステ

ム技術の実践力を次の4種に分解する。これらの能力を、組込みシ

ステム分野ではQuadPro（クワッドプロ）と呼ぶ。

●●Product：システムを作る技術力

●●Process：開発工程を進める能力

●●Project：プロジェクトで働く能力

●●Professionalism：プロのエンジニアとしての行動規範

組込みシステム分野の主たる目標の一つは、学部3年生〜4年

生向けカリキュラムの設計および実施を通じてこれら4種類の能

力を育成することであり、もう一つは、実践的な教育を行い得る教

員を、FD活動を通じて育成し教育協働ネットワークを構築するこ

とである（以降、学生にQuadProの能力を育成する教育プログラ

ムを「QuadPro」と呼ぶ）。

組込みシステム分野の教育フレームワークは、enPiT2が示した

フレームワークを参照しながら、組込みシステム教育の特長や

enPiT1の継続的な教育プログラムの実施などを総合的に判断し

て策定する。なお、組込みシステム分野の教育フレームワークを、

事業名の略称を用いて、「QuadPro教育フレーム」と呼ぶ。

まず、組込みシステム技術の実践力を育成するという組込みシ

ステム分野の目標を踏まえて、情報処理学会カリキュラム標準J07

と参照基準から、教育と評価の枠組みを定める。育成する組込み

システムの基盤技術は、J07のSEとCEとITに関連する領域である。

実践教育を行うためには、これらの基礎技術に関する知識や、プ

ログラミング経験が必要となるので、事前に、組込みシステム技術

に関する講義やプログラミング演習を受講する。これを、「組込み

基礎（QProJ）」と呼ぶ。QProJは、QuadProにおける、Juniorクラス

のプログラムの略称である（QuadPro Junior）。

次に、実際にシステムを構築できる実践力を育成するために、

参照基準が学習方法として推奨するPBLを用いて教育を行う。こ

れを「PBL基礎（QProB）」と呼び、そのテーマは、マイコンボードを

使用した組込みシステム開発などとする。Bは、Basicを意味する。

PBL基礎を修了後に、マイコンボードに新たなセンサーやアク

チュエータを追加して、より実践的な課題に取り組む学生に対して

は、実践教育を継続する。これを、「PBL実践（QProA）」という。Aは、

Advanceを意味する。

図表2.3.1	 QuadPro教育フレーム

図1

QuadPro教育フレーム

組込みシステム分野2 . 3

図表2.3.1	 QuadPro教育フレーム

QuadPro教育フレーム

修

　了

PBL基礎に備えた
事前学習を実施

組込み基礎（QProJ）

e-l e a r n i n g教材を利用して、
基礎的な技術力を向上する。 
既存の科目履修で代替可能。

実践教育の本体、
開催形式は、

科目もしくは短期集中

PBL基礎（QProB）

マイコンボードなどを用いて、
QuadProの基礎的な能力を育
成する。

より実践的な課題に
取り組む学生向けの

実践教育

PBL実践（QProA）

PBL課題の難度を上げて、実践
的な学習を深める。
インターンシップの指導内容
がQuadProの基準を満たす場
合はPBL実践と見なす。

PBL成果の発表会

PBL発表会

PBLのプロセスと発表内容を
評価し、enPiT-Emb修了認定
を行う。
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学生の評価は、PBLの成果物および中間成果物と「PBL発表会」

で行う。

組込みシステム分野における実践教育プログラム（QuadPro）

のフレームワークの基本形を、図表2.3.1に示す。

図表2.3.1の「短期集中合宿」の本質はPBLにあり、教育方法とし

て合宿を求めているわけではない。組込みシステム分野では、

enPiT1の継続的な実施を考慮するので、学生の負担が大きく特別

な費用が必要になる合宿ではなく、科目としてPBLを実施すること

を目指す。

組込みシステム分野で開発する「PBL基礎（QProB）」と「PBL実践

（QProA）」が、科目として各大学のカリキュラムに組み込まれるに

は、一定の時間が必要である。さらに、教員が実践教育を行う能力

を高めるためには、FDが必要である。そこで、科目に組み込まれる

までの間は、学生の育成と教員のFDを同時に行うことを目的とし

て、限定的に短期集中合宿の形式で、実践教育を実施する。

組込み基礎（QProJ）は、主に学部2年生を対象に実施する。学習

目標は主に、ものを作るための実践的な基礎知識を学ぶことであ

る。例えば、ソフトウェアの開発手順や、開発環境の取り扱い方、マ

イコンの使い方といった内容が範囲となる。同時に、技術に携わ

ることへのモチベーションを高めることも、本科目の重要な目的と

する。シラバスや教材の設計にあたっては、楽しく学べることを考

慮する。

結果として、QuadProで定義する4つの能力について、それぞれ

にどのような技術や技能が存在するかの知識を習得することがで

きる。

PBL基礎（QProB）は、主に学部3年生を対象に実施する。大学で

用意したテーマに従って、PBL形式で組込みシステムの開発を行

う。ここでは、単にプログラミングするだけでなく、QuadProの4つ

の能力それぞれについて実践的に学習することを目標とする。つ

まり、課題（Product）に対応した計画（Process）に従い、それを自

ら活用して学習を進める（Project）。その中では、受講生同士で相

談しあうといったコミュニケーション能力（Professionalismのひと

つ）も練習していく。結果として、ProductおよびProcessについて

は、ひとつ以上の開発技術について深く理解し、実際の開発に適

用できる実践経験を得ることができる。P r o j e c tおよび

Professionalismについては、定められたルールに従って進めること

（管理下での開発）を経験することで、プロジェクト管理を行うにあ

たって必要な知識と、プロジェクト要員として活動する技術者に求

められる振る舞いを身に付けることができる。

PBL実践（QProA）は、QProBで学んだ能力を使って、さらに発展

的課題に取り組むことで、QuadPro能力の向上と定着を目指す。

図表2.3.2に、科目とQuadProの関連、および学習目標を示す。

QuadProに対し、QProJ、QProB、QProAと段階を経て能力を向上

させていく。最下段は現状の大学院生向けenPiT1の学習目標であ

り、学部生向け科目を履修した学生がさらに高度な実践能力を学

べるよう、継ぎ目なく接続している。

図表2.3.2	 科目ごとのQuadPro学習目標

� 能力
学習コース Product Process Project Professionalism

QProJ
●楽しく作る
●組込み技術の基礎知識を身

に付ける

●順序だてて作業を進める ●開発の進め方を知る ●技術者に求められる振る舞
いについて知る

QProB
●1つ以上の製品技術を実践す

る
●開発プロセスに則った作業

を実践する
●設計図を1つ以上書ける

●定められた計画に従って作業
を進める

●周囲の学生と相談できる

QProA

●複数の製品技術を駆使し、開
発を行う

●最適なプロセスを選択し、活
用する

●設計書を書ける

●計画概要を立案し、進捗につ
いて主体的に活動できる

●ステークホルダと積極的に会
話できる

●責任感を持つ（最後までやり
とげる）

参考
大学院生向けenPiT

●複数の製品技術を駆使し、
—本物で作る
—本物を作る
—本物に挑戦する

●最適なプロセスを選択し、活
用する

●工程成果物（ドキュメント他）
の品質を担保する

●詳細な計画を立案し、PM指
導のもと自ら予実管理を行え
る

●報告・連絡・相談を適切に行
える

●製品品質に責任を持つ
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名古屋大学・愛媛大学・岡山県立大学・南山大学のグループで

は、基礎知識学習およびPBL基礎を受講した学生のための発展学

習として、サマースクールおよび、ウィンタースクール、スプリング

スクールを実施した。サマースクールおよびスプリングスクールで

は、連携企業から講師を招聘し、複数のArduinoを利用したシリア

ル通信に関するチーム開発演習を実施した。これら発展学習で

は、PBL基礎で用いた組込みシステム学習用シールドを活用し、よ

り実践的な演習を連携企業の協力により行った。高等専門学校と

の連携を強化するため、苫小牧工業高等専門学校および豊田工

業高等専門学校の学生に参加してもらった。ウィンタースクール

では、Zumoロボットのチーム開発演習を行った。

岩手大学では、複合学習という位置づけで基礎学習、発展学

習、PBL学習を半年の間に実施した。プロジェクト始動3カ月前に

キッチンタイマ開発教材とテキストを参加校の先生方の協力のも

とQproBに相当する事前学習を行った（連携校：岩手大学　参加

校：青森大学、秋田公立美術大学、一関工業高等専門学校）。2017

年8月26日〜27日の2日間開催した合宿ではチームビルディング

を構築するためにアイデアソンなどワークを行い、他大学生と交

流を行いながら自ら課題を提示させるように促し各々実施したい

プロジェクトをまとめ上げた。さらにはプレゼンテーションスキル

アップの授業を行ったのち、各プロジェクトの内容を発表する授

業も行った。合宿終了後、分散PBLを実施し2018年1月の冬合宿ま

での間、2週間に1度のペースで担当教員によるフォローアップを

行った。ワン・オペレーションではあったが、各チームには「仕様

書」と「ガントチャート」の作成を義務づけとし、修正点などは事前

に伝えるよう効率的な指導をしたこともあり、大きなトラブルもな

く順調な指導ができた。本学の大きな特徴としては、学問レベル

だけでなく専攻も大きく異なる生徒が集まるということもあり、環

境に十分な配慮を行いながら学外交流も含めた場づくりになるよ

う努めた。特に美大生と高専生のチームといった普段交流の機会

がない学生を同一のプロジェクトにすることで、価値の多様性か

ら気が付く発想や気遣いなども得ることが大きかった。2018年1月

20日〜21日と合宿を実施したが、大きな特徴としては2度の成果

発表会を実施させたことである。通常の教員および学生間同士の

発表に加えサービスラーニングの一環として地元の小中学生協

力のもと、開発した実機を紹介するパネルプレゼンである。自らの

取り組みを咀嚼し第3者にわかりやすく伝達することを意識させる

こととした。当初は参加学生の反応が気になったところではあっ

たが、パネルプレゼンも対象年齢を考慮して作成するなど指導サ

イドが望む以上に意欲的に取り組み、かつ学生自身が楽しんでも

らえたということが大きい。並行する形で本年度は、プログラム未

経験者でもある程度の教育環境を整えるためにenPiT教材に対応

した岩手大学独自教材（仮称：QProZERO）の開発も行った。QProJ

より前の習得レイヤーでありmBlockの開発環境を利用した言語

レス（ブロックプログラム）の仕様である。3年次にenPiTに参加を

希望する1年生〜2年生および非理工系の学生を対象とし当教材

を活用することで次年度を見据えたすそ野を広げる準備も進め

た。開発スキルや仕様書、ガントチャートといった実践的な学びも

さることながら他者との関わり合いや気付きといったチームビル

ディングの構築を行ううえで必要なスキルを得る機会の提供に努

めたが、次年度は企業の方の協力のもとでより実践的なスキルを

学べる環境構築に努めたい。

九州大学・徳島大学・芝浦工業大学・東海大学では、2017年度

のenPiT2本格開始により、連携校間で学部生を対象としたPBLを

中心とする教育の枠組み作りが本格化している。大学間での連携

を強化し、それぞれの大学の教育内容や教材の情報を共有するこ

とで、多くの点で相乗効果が生まれている。九州大学・徳島大学・

芝浦工業大学・東海大学のグループでは、2回の教育イベント（ス

プリングスクール・サマースクール）を共催した。イベントとテーマ

を統一して設定することで学生にPBLのゴールを明確にし、PBLへ

の取り組みの質を高めることができた。スプリングスクールは、

2017年5月20日にPBLキックオフ・講義・演習を行い5月27日に成

果発表会を行った。会場は九州大学伊都キャンパス・東海大学高

輪キャンパスにて分散開催した。4連携校のほか5参加校から学生

が参加した。スプリングスクールでは、制御理論の入門からプロ

ジェクトマネジメントの手法Scrumに関する講義を連携校教員と

連携企業の講師によって行った。本スプリングスクールはenPiT1

の継続事業も含まれており、大学院生の参加もあり、受講コース

に分かれるが一部の講義は合同で行った。スプリングスクールで

は、enPiT2で整備を進めているローバー型ロボットを教材として

地磁気センサーを用いた姿勢制御システムの開発を題材とする1

週間のPBLを実施した。5月27日の成果発表会では8グループが発

表を行い、すべてのグループがPBLの目標を達成した。学生の感

想として、全体の約6割がスプリングスクールの内容は自分にとっ

て有益であると感じ、全体の約半数がスプリングスクールの演習

を受講する前に比べて、演習で学んだ技術の実践力（技術を適用

する能力）が高くなったと回答した。サマースクールは8月11日〜

12日に、東海大学高輪キャンパスで行った。1日目は一般社団法人 

情報処理学会 組込みシステムシンポジウム（ESS）としてESS2017

ロボットチャレンジを実施した。ロボットチャレンジは、スプリング

スクールで使用したロボットにカメラを搭載したローバーを共通

の競技機材として用い、5つのコンパルソリ競技と本戦を行った。4

大学（関東学院大学・東京都市大学・東京電機大学・東海大学）の

図表2.3.3	 �名古屋大学サマースクールにおける	
チーム開発演習の様子
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4チームが競技に臨んだ。また、本ロボットチャレンジの準備段階

から連携校間で情報を共有し、学生を随時指導する体制を整え

た。2日目は連携校教員による、IoT・組込みシステム分野の最新動

向に関する基調講演を行った。また、学生のディスカッションセッ

ションを設け、他校の学生と交流する機会を作った。ディスカッ

ションでは組込みシステムに関することから、学事のようなことま

で広く意見の交換ができた。今後はさらなる参加校の増加と競技

の洗練を課題とする。九州大学・徳島大学・芝浦工業大学・東海大

学では、スプリングスクールおよびサマースクールを体系的に位

置づけ実施することで受講生への教育効果の向上を目指してい

る。今後も、連携校間でスプリングスクールおよびサマースクール

を企画、実施する運営体制の強化を進める。これにより、受講生へ

の教育の充実を目指す。

2 . 3 . 3 	 教員養成・FD活動

名古屋大学・愛媛大学・岡山県立大学・南山大学グループでは、

サマースクールやスプリングスクールなど合宿形式の演習への参

加を、多くの参加校に対して呼びかけた。その結果、合宿における

PBLへの参加を通じて、参加教員に対してFD活動を行うことがで

きた。加えて、組込みシステム分野では、教材開発および普及活動

を積極的に行っており、多くの参加教員に対して教材の解説・紹介

を通じたFD活動を行った。

岩手大学では、FD活動として学内では2度の報告会を通して啓

発に努め、学外では主に2つのテーマを柱として実施した。

①�主に東北圏内の大学、高等専門学校との意見交換（看護、美

術など非IT系含む）

②非IT系事業、法人とのアライアンス構築

①は次年度の参加校要請も見越したうえでの活動であり、それ

ぞれの学校に用いられているカリキュラム、教育方針、学生の特

徴など本プログラムの改善に向けてヒアリングする機会を設け

た。各校からのヒアリング内容をもとに時代や地域のニーズに沿

う形で次年度以降、enPiTのプロジェクト設計をするうえで忌憚な

き意見をいただいただけでなく、enPiTが持つ役割を周知できた

ことも大きい。次年度では評価の基準を設けて幅広く意見を求め

プロジェクトの改善などにも努めたい。②については主に知財や

デザイン関連といったIT系と親和性の高い見解を伺うと同時に今

後のenPiTの協力を要請いただけるものとした。中でも一般社団

法人日本知財学会　知財人財育成研究分科会より取り組みにご

賛同いただき、MOTで活用する教材を活用して学びの機会をい

ただくなど新たな知見や概念を得るばかりでなく、次年度以降「知

財概論」といった開発を行ううえで必要な実践的知識を身に付け

る準備を整えることができた。プロダクトデザインも実践型人材育

成を想定するうえで必要な概念であり、プロダクトデザイン従事者

よりプロダクトデザイン演習といった具体的な授業の実施内容を

拝聴する機会があった。こちらも次年度のプロジェクトに反映させ

るよう授業設計を行う予定である。

九州大学・徳島大学・芝浦工業大学・東海大学のグループでは、

それぞれのPBL教科の成果発表会などのイベントに相互に訪問し

あう体制を基礎としている。また、イベント開催の準備の場に広く

教員を参画させることで、教員のPBL指導能力の向上や運営力の

向上を進めている。enPiT2になり、連携校の数も分野内のみなら

ず増加したことから、他分野の成果発表会へ若手教員の派遣を積

極的に行い養成の一助とした。また、2017年12月23日には芝浦工

業大学芝浦キャンパスにて組込みシステム分野として、「IoT時代

のPBL教育と教材」と題した教員養成のための講演会を行った。講

演会では、高等専門学校の教員から、参加校の教員まで多くの参

加者と活発な討議がなされた。今後も、組込みシステム分野だけ

ではなく他の分野との連携も含めて教員養成の場を充実させる。
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2 . 4 . 1 	 教育内容

1 学習目標
ビジネスシステムデザイン分野では、ICTを柔軟に活かし、IoTを

はじめとする各種の先進システムに深く精通し、かつ、これらの構

成に必要な要素技術を適切かつ実用的に活用することで、実社会

におけるさまざまな課題やニーズに応えることができるビジネス

アプリケーションやシステムデザインを自ら提案、開発できるイノ

ベーティブな人材を養成する。

2 教育内容
各連携校の学部カリキュラムにあわせ基礎知識学習、PBL基

礎、発展学習それぞれのフェーズで次のPBL教育を実施する（図表

2.4.1）。図表2.4.2に各大学での科目名を記す。

●●基礎知識学習

ICT、IoTをはじめとする先進要素技術の知識および開発スキル

を講義やビデオ教材などの自習補助教材や講義・演習などで学習

する。

●●PBL基礎

5日〜10日間程度の短期集中合宿を参加学生とともに実施す

る。プロジェクト実施に必要な内容のオムニバス講義や演習とと

もに3名〜6名の学生によるプロジェクトチームを結成し、ミニPBL

を実施する。

●●発展学習

PBL基礎（短期集中合宿）での成果に基づき、分散PBL/フォロー

アップミーティングとして各チームによる開発を継続し、ソリュー

ションの実用性などを高める。各連携校における事業終了後の継

続性も考慮し、大学ごとの学部カリキュラムにあわせ、それぞれの

大学においてPBL教育を実施する。

図表2.4.1	 ビジネスシステムデザイン分野における教育内容の概念図

ビジネスシステムデザイン分野2 . 4

ICTを活用するIoT時代のイノベーション人材育成のためのビジネスアプリケーション/システムデザイン実践教育ネットワーク

■育成人材像

■1年の流れ

ICTを柔軟に活かし、ビジネスアプリケーションや
システムデザインを自ら提案、
開発ができるイノベーティブ人材
および上記の人材を育成し
教育ネットワークを展開可能な人材

ICT/IoT技術を基礎とした
イノベーション人材育成

インタビュー／ユーザテスト／レビューによる
反復開発経験を通じ顧客の

潜在的要求を満たす提案のできる
イノベーション人材を育成する実践教育

双方を見据えた課題解決

ビジネスニーズ
社会や顧客の要求

ICT/IoTなど
先進要素技術情報インフラ

連携校、参加校による定期的FD

春 夏 秋 冬

実装

アイディア

成果報告会❸ 発展学習❷ PBL基礎（合宿）❶ 基礎知識学習

連携校 学生 ＋ 参加校 学生

連携校 教員・学生

参加校 教員・学生

enPiT修了生
連携校 教員

PBLによる自己組織化の修得

PBLによる自己組織化

PBLによる自己組織化 学びの共有

PBLによる自己組織化

成果物

即戦力として
産業界へ

進学して
ブラッシュアップ

参加校、連携校による
実践教育の

ブラッシュアップ

修了

連携企業

❶
基礎知識学習

❷
PBL基礎

❸
発展学習

検証

PBLサポート・相談講師派遣 ミーティング参加 各種フィードバック
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2 . 4 . 2 	 教育実績

各連携校で2017年度に実施したカリキュラムについて述べる。

1 筑波大学
筑波大学に加えて参加校として九州工業大学と広島大学が参

加し49名が受講した。基礎知識学習ではRuby on RailsやGitHub

を中心に各自自習を行った。2017年8月1日〜8日に実施された

PBL基礎では産業技術大学院大学の永瀬美穂と株式会社オンザ

ロード小林恭平を講師に迎えアジャイル開発によるPBLを実施し

た。1日スプリントで毎日実機によるレビューと振り返りを行い

チーム開発のリズムを定着させた。発展学習では10月から12月に

かけて2週間スプリントを実施し、実機レビューやユーザテストな

どを経てシステムをインクリメンタルに開発し改善するとともに

チームの開発体制も自ら考え改善した。12月20日に筑波大学にて

「enPiT筑波大学ワークショップ」で成果発表会を行った。受講生の

ほか教員、社会人、OBも含め97名が参加した。学生チームはプレ

ゼンテーションとデモによる成果発表を行い、enPiT期間全体を通

したチーム活動の振り返りを行った。

2 室蘭工業大学
室蘭工業大学では、地域とデザイン指向を主テーマに、身近な

地域が抱える問題を題材とした実践演習を行った。室蘭工業大学

からは3年生17名が受講した。参加校の千歳科学技術大学からは

8名が受講した。PBL基礎は6日間の合宿形式で行われた。前半3日

間はArduinoとセンサーキットを用いてのフィジカルコンピュー

ティングシステムの開発ハッカソンを実施した。後半3日間は、室

蘭市中心部にある中島商店街エリアに会場を移し、10年後の商店

街をデザインする演習を行った。店舗や街行く利用者にインタ

ビューをしながら現状を把握し、自分たちで発見した現状課題を

解決するアイデアを箱庭法などを用いて具体化し、市役所職員や

商店街の方々にプレゼンテーションを行った。発展学習では、室

蘭を通る鉄道路線を題材に、新幹線札幌延伸後にその路線から

外れる室蘭エリアに集客を狙うアイデア創出を演習課題とした。

JR北海道や室蘭市の観光課の方に現状の課題や取り組みについ

て講演していただいた。そのうえで、集客につながる車内エンタテ

イメントをICT技術を使って提案する演習に取り組んだ。2018年1

月23日に連携企業などの方をお呼びして成果報告会を実施した。

3 埼玉大学
埼玉大学情報システム工学科の学部3年生を対象として、モバ

イルアプリケーションを題材に、アジャイル手法に基づくチーム開

発を実践・修得することを目指した。当初は学年65名中40名の履

修希望があり、春の基礎知識学習で、オペレーティングシステムや

基礎知識学習 PBL基礎 発展学習

筑波大学 ソフトウェアサイエンス実験A/情報システム実験A/知識情報メディア実験A/
ビジネスシステムデザインA

ソフトウェアサイエンス実験B/情報システム
実験B/知識情報メディア実験B/ビジネスシス
テムデザインB

室蘭工業大学

プログラミング演習/情報システム学演習/コ
ンピュータ知能学演習/データ構造とアルゴリ
ズム/計算機システム/オブジェクト指向言語/
情報ネットワーク/ソフトウェア工学

ユーザセンタードデザイン演習/ビジネスシ
ステムデザイン基礎演習 情報システム学実験

埼玉大学 計算機システム構成原理Ⅰ/同演習/ソフトウェ
ア工学 プログラミング特別演習Ⅰ, Ⅱ 情報工学総合演習

山口大学 ITマネジメント概論/システム設計Ⅰ, Ⅱ 基礎セミナー ものづくり創成実習Ⅰ, Ⅱ

愛媛大学 新入生セミナーB/プログラミング言語Ⅱ/情報
工学実験Ⅰ

情報システム開発演習/情報工学実験Ⅱ
システムデザイン（デザインシンキング演習）/
情報工学実験Ⅲ（VRシステム開発）/卒業論文

（実課題PBLに基づくもの）

琉球大学 モデリングと設計/特別講義Ⅲ 情報工学実践Ⅰ 情報工学実験Ⅳ

公立はこだて未来大学
ソフトウェア設計論Ⅰ/Webプログラミング超
入門/ヒューマンインタフェース/同演習/ユー
ザセンタードデザイン/同演習/ミニUCD

サービスデザイン システム情報科学実習（enPiT対応テーマ）

岩手県立大学 キャリアデザイン/システムデザイン論 システムデザイン実践論 プロジェクト演習/課外PBL

会津大学
ベンチャー基本コース各論Ⅰ, Ⅱ/理工系学生の
ための国際理解/理工系学生のための地域イ
ノベーション/ソフトウェア工学概論

創造力開発スタジオ/開発プロジェクト入門 ソフトウェアスタジオ/開発プロジェクト実践

産業技術大学院大学 アジャイル開発概論（提供先：東京女子大学、
琉球大学、山口大学）

アジャイルチームキャンプ（提供先：東京女子
大学、琉球大学）

ビジネスアプリケーション開発実習（提供先：
東京女子大学）

図表2.4.2	 各大学での科目名

図表2.4.3	 筑波大学でのPBL基礎の様子
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ソフトウェア工学など基本を固めた。PBL基礎では2017年9月4日

〜11日に集中授業を行い、プレゼンテーション技術やプロジェク

ト管理など一般素養から、アジャイル開発手法やUI/UXなど最先

端の技術テーマまで、外部講師の企業有識者が講義し、iPhoneア

プリを題材にSwiftや開発環境Xcodeについて、企業からの非常勤

講師が本学教員やTAとともに演習を行った。37名に単位発行し、

成績上位の21名を秋から発展学習に進ませた。4名程度のチーム

単位でアジャイル開発を実践し、要求分析から企画立案、プロトタ

イプの短期サイクルでのリリースまで、GitHubなども活用して、最

先端の開発現場とほぼ同じ手順で遂行した。2018年1月19日の成

果発表会で発表を行い21名が単位取得した。受講生へのアン

ケート調査で、良好な反応を得ている。

4 山口大学
ビジネス性を踏まえたアプリ開発をテーマに、プロジェクトを実

施した。山口大学工学部知能情報工学科から3年生22名と4年生4

名の計26名が受講した。6月〜8月までの基礎知識学習では、産業

技術大学院大学から提供された「アジャイル開発概論」のビデオ

学習を行い、地元の株式会社宇部情報システムのご協力で

AndroidとJavaの演習を3時間/回を4回行った。9月19日〜25日の

PBL基礎（短期合宿）では、最初の2日間で起業セミナー入門とプロ

ジェクトマネジメントの演習を行い、3日目と4日目に産業技術大

学院大学の中鉢欣秀によるアジャイル開発手法演習を実施した。

受講生は5日目と6日目に開発するアプリを構想し、最終日に外部

評価委員の前で発表を行い、発展学習を12月まで行った。途中、

中間報告を学内教員向けと外部評価委員向けの計2回実施した。

12月18日に一般公開された成果報告会を実施した。

5 愛媛大学
基礎知識学習では、プログラミングやロジカルシンキングの基

礎を学ぶ講義および演習を実施した。PBL基礎では、春休みに新3

年生を対象としてアイデアソンを開催しアイデア出しの手法を体

験的に習得させる中で、グループ活動能力を育成した。アイデアソ

ンは学外の9大学、3企業から、合計24名の教職員が参観した。そ

の後、前学期にPBL基礎2科目の中でチーム開発の演習を3年生に

対して実施した。発展学習としては、次の3科目を開講し、学生はい

ずれかの科目を受講した。「システムデザイン（デザインシンキン

グ演習）」では、デザイン思考、プロジェクトマネジメントの基礎を

学ぶチーム開発演習を、3年生13名に対して実施した。「情報工学

実験Ⅲ（VRシステム開発）」では、ヘッドマウントディスプレイを用

いたVRシステムのチーム開発演習を、3年生13名に対して実施し

た。「卒業論文（実課題PBLに基づくもの）」では、水産業などに関連

する実課題PBLを取り入れた卒業研究に、4年生7名が取り組んだ。

6 琉球大学
琉球大学では18名が履修した。基礎知識学習では、連携企業か

ら5名の講師を招聘し「人生100年時代の生き方」、「ビジネスモデ

ルに応じた情報システム開発」、「先端Web技術」、「プロダクトマ

ネジメントとリーン開発」、「情報アーキテクチャ設計」に関する講

義と演習を実施した。PBL基礎では、産業技術大学院大学が企画

した「アジャイルチームキャンプ」に参加し「スクラムソフトウェア

開発」、「テスト駆動開発」、「分散バージョン管理システムに基づく

チーム開発」に関する演習を実施した。また2017年9月末にはPBL

開始に向けた演習（沖縄ミニキャンプ）を開催した。10月上旬に開

始した発展学習では、AR技術系2チーム、Web系2チーム、データ

指向系1チームの合計5チームに分かれてPBL演習を行った。12月

23日に産業技術大学院大学と共同開催した成果報告会では、東

京女子大学1チームを含めた6チームの口頭発表の後、デモ会場

において本学・他大学教員、企業エンジニアとの活発な議論を

行った。またenPiT1修了生をファシリテーターとした学生チーム

の振り返りと、参加者全体での次年度enPiTに向けた意見交換も

実施した。環境整備の一環で開設した連携企業のエンジニアと学

生が自由に議論できるenPiTラボは、発展学習の期間に多く活用

され効果が大きかった。

7 公立はこだて未来大学
PBL基礎では2017年8月14日から18日に「サービスデザイン」を

開講し、新しいサービスやビジネスシステムをデザインするうえで

の上位概念の基礎やビジネスモデルの考え方とその手法を短期

集中の講義およびグループ演習により学んだ。また、発展学習で

は公立はこだて未来大学のenPiT受講生11名は同大学の通年学

部PBLの中のいくつかのチームにメンバーとして入り、他のPBL受

講生とともに活動を、神奈川工科大学からの受講生2名は公立は

こだて未来大学のチームと連携して活動を行った。北海道情報大

学からの受講生9名は後期のみ他の公立はこだて未来大学チー

ムと遠隔相互レビューをしながら活動を行った。各チームは公立

はこだて未来大学学部PBLの最終発表会で発表を行ったほか、別

途開催した北海道東北グループ4連携校の合同発表会でも発表

し、プロセス賞やポスター賞を受賞した。

8 岩手県立大学
基礎知識学習としてシステムデザイン論を新規開講し、他の連

携校や首都圏の連携企業6社から講師を招き、「デザイン思考」「イ

ノベーション」「IoT/人工知能」などについて講義、フィールドワー

クおよびワークショップを実施した。PBL基礎では、システムデザイ

ン実践論を集中講義として新規開講し、本学・参加校の学生およ

図表2.4.4	 埼玉大学での情報工学総合演習の様子



31e n P i T  A N N U A L  R E P O R T  2 0 1 7

第
２
章

　
実
践
教
育
の
取
り
組
み
状
況

び地域企業4社のシステム開発者でチームを作り、企業が提供す

る技術をもとに課題解決のためのシステム提案・開発を5日間で

行うハッカソン形式の演習を行った。発展学習では、大学院生と

学部生が混成でチームを組みプロジェクトに取り組む課外PBLを

拡張して運用し、次年度からの単位化の準備をした。特に、各チー

ムの企業アドバイザー制度を運用し、地域企業のシステムエンジ

ニアから月一度の打ち合わせを持ち、実践的なアドバイスを受け

ながらシステム開発を行った。これらの成果を、他の発展学習科目

と合同で成果発表会を設け、2018年1月末に実施した。

9 会津大学
会津大学に加えて日本大学とチュラーロンコーン大学（タイ）の

学生が参加し、13名の学生が修了した。PBL基礎では福島県南会

津町南郷地区での5日間の夏合宿として創造力開発スタジオを実

施し、地域に点在する空き家・空き地の利活用をテーマとして現

地調査や地域の調査を行い、最終日に各チームが地元住民・企業

関係者に向けて利活用案を発表した。創造活動と不動産について

大学教員と企業講師からそれぞれ指導を受けた。また、会津大学

での5日間の合宿として実施した開発プロジェクト入門では、プロ

ジェクトの計画・実施とシステム開発を学び、テーマに沿ったプロ

トタイプを開発、最終日に成果を披露した。プロジェクトの計画立

案と開発について企業講師と大学教員から指導を受けた。発展学

習では、4年生が受講するソフトウェアスタジオを2017年4月〜7月

の前期に実施し、福島県会津医療センターからの依頼で 「疼痛コ

ントロールの支援・分析」を行うシステムを提案・開発した。3年生

が受講する開発プロジェクト実践は2017年10月〜2018年1月の後

期にチームごとの分散開発として実施した。夏合宿で学んだ知識

と技術を活用し、夏合宿と同じテーマでシステム提案と開発を

行った。他大学や海外のチームメンバーとはビデオ会議中心でや

りとりし、企業講師と大学教員のアドバイスを得ながらプロジェク

トを進めた。発展学習で開発した内容は2018年1月19日の成果報

告会で企業・自治体・大学関係者に披露した。

10 産業技術大学院大学
参加校である東京女子大学から学部4年生の5名が履修した。

本学では、ソフトウェア開発方法論として近年脚光を浴びているア

ジャイル型の開発手法の修得と、ハッカー文化に根ざしたオープ

ン型の各種の開発ツールをクラウド上で使いこなす能力を備え

た、モダンなソフトウェア開発者の育成を学びの中核とした。基礎

知識学習として2017年7月〜8月に「アジャイル開発概論」を開講

し、受講生はビデオ教材の視聴を通してアジャイル開発の歴史的

背景、チームづくり、スクラムの方法を学んだ。本ビデオ教材は、琉

球大学や山口大学など各連携校にも提供した。PBL基礎として9月

4日〜8日に「アジャイルチームキャンプ」を開講し、受講生は5日間

の集中合宿を通して、チームとしてのアジリティー向上と、コラボ

レイティブ開発のための技術を体得した。発展学習として10月〜

12月に「ビジネスアプリケーション開発実習」を開講し、受講生は

アジャイル開発の知見を活用し、アプリケーションの開発、デモ、

レビュー、振り返りを1週間スプリントで繰り返しながら、チーム開

発の実践力を向上させた。12月23日に琉球大学と共同で成果発

表会を開催し、受講生がチーム開発したプロダクトの内容と開発

プロセスの状況について報告した。来場した企業関係者、他大学

教員、外部評価委員などとの議論を通して、受講生はenPiTの学び

を一層深めることができた。

2 . 4 . 3 	 教員養成・FD活動

1 FD活動
ビジネスシステムデザイン分野におけるFDWGの活動として、

連携校が中心となって実施した2回のFD合宿について報告する。

2017年6月25日〜26日に、「enPiT2 FD合宿2017 in 函館」を産

業技術大学院大学主催で開催した。本分野の連携校教員、参加校

教員、連携企業の関係者のほか、ビッグデータ・AI分野 、セキュリ

ティ分野、組込みシステム分野の連携校教員も参加し、参加者数

は前年度を上回る計30名であった。ジグソー法による『Joy, Inc. 役

職も部署もない全員主役のマネジメント』の読書会を実施したほ

か、オープンスペーステクノロジーにより参加者全員での活発な

議論を促し、議論やワークショップを通してPBL教授法についての

研鑽を深めた。

また、2017年12月24日〜25日に、「enPiT2 FD合宿2017冬 in 沖

縄」を産業技術大学院大学主催で開催した。本分野・他分野の連

携校教員のほか、連携企業の関係者が大勢参加したことで、これ

までの合宿に比べ意見の多様性が見られた合宿となった。参加者

数は前回を上回る計37名であった。前回に引き続き、オープンス

ペーステクノロジーの手法を取り入れ、学部生向けのPBL教育実

施から見えてきた課題や悩み、新しい発見について互いに情報を

図表2.4.5	 岩手県立大学でのシステムデザイン実践論の様子 図表2.4.6	 FD合宿2017冬 in 沖縄での議論の様子
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持ち寄って議論し、セクションごとにポスターなどの具体的な成果

物を作成し、これを共有することで今後のPBL教育に役立てていく

ことを目指した。

また、実践的な人材育成の取り組みの発表の場を設け、知見の

普及と集約を目的に、愛媛大学の教員を中心に、2018年3月にベ

トナムのDong Hoi Cityで開かれる10th Asian Conference on 

Intelligent Information and Database Systems（ACIIDS2018）に

おいてスペシャルセッション 2DT-PBL 2018: Special Session on 

Design Thinking Based R&D, Development Technique, and 

Project Based Learningを企画、開催する。

さらに、enPiTでのFD活動に関して次の研究会や国際会議など

での発表を行っている。

●●白石陽ら「卒業生・企業人・教員のチームティーチングによる実

践的ICT人材育成教育」ISECON2017

●●Hiroyuki Chishiro, et.al. : Co-Education of Master Course 

Students and Business People, In Proceedings of the 6th 

International Conference on Information and Education 

Technology (ICIET), pp.   244 - 251, January 2018. (Best 

Presentation Award)

●●Yoshihide Chubachi, et. al.: Faculty Development Camp 

for Project Based Learning, In Proceedings of the 6th 

International Conference on Information and Education 

Technology (ICIET), pp. 290 - 294, January 2018. 

2 教員養成

●●筑波大学

本事業専任の2名の教員がenPiTの実施全体に携わり実践教育

能力を強化育成している。また本学若手教員が担当する実験テー

マをenPiTと連携し学内でのPBL教育の普及に努めた。

●●室蘭工業大学

enPiT・FD研修会に参加した。また、PBL基礎や発展学習で、他

大学教員や連携企業の方から助言をいただき、学内enPiTワーキ

ング会議においていただいた助言や意見について議論し、継続

的に授業改善に努めた。

●●埼玉大学

埼玉大学では専任教員5名、非常勤講師1名で担当している。

PBL基礎で、企業有識者から指導や助言をいただき、最後に教員

相互で反省点や改善策の洗い出しを行った。発展学習で、授業各

回の前後に必ず教員全員で討議や意見交換を実施し、継続的な

授業改善を行った。2017年5月13日のFD講演会に出席し、筑波大

学の参観も2回（それぞれ2名）実施した。

●●山口大学

山口大学では、FD合宿2017 in 函館（2017年6月）、産業技術大

学院大学・琉球大学合同PBL基礎 in 静岡（9月）、FD合宿2017冬 in 

沖縄（12月）に本学教員が参加し、また本学で教員を対象としたア

ジャイル開発手法に関するFD研修を2018年3月14日〜15日に予

定している。

●●愛媛大学

アイデアソン、ハッカソン、PBLなどの、チーム活動を取り入れた

教育手法の開発、普及を目的として、自校で実施のアイデアソンや

ハッカソンを、学内のみならず、他大学や企業の方々に公開し、参

観、指導参加の機会を設けている。また、これらの開催に加え、

2017年9月には、「enPiT FDシンポジウム in EHIME」を開催し、年

間を通して計3回、公開型の意見交換の場を設けた。これらの取り

組みにより、教育機関相互、また、産業界とも教育実践の事例の相

互紹介や知見の共有を行った。

●●琉球大学

本事業を担当している専任教員4名を中心に教育方法に関わる

議論を適宜行っている。enPiT・FD研修会にはenPiT担当者以外の

教員も積極的に参加するなど学科全体の底上げを図っている。

●●公立はこだて未来大学

専任教員5名を中心にenPiTの各授業を担当しており、各教員が

他大学の合宿、PBL発表会などのほか、2回のFD合宿にも参加し、

授業実施に関わる意見交換や改善に向けた情報共有を積極的に

行っている。また、北海道・東北地区の他の連携校とのPBL合同発

表会を企画・実施したほか、実践的IT教育研究会（rePiT）への積極

的な発表と参加を行っており、PBLを実施する大学間での教育実

践・教育研究の交流に努めている。

●●岩手県立大学

enPiT・FD研修会への参加、他連携校のPBL基礎成果発表会への

参加、愛媛大学FDシンポジウムへの講師派遣をした。また、発展学

習の一つであるプロジェクト演習では20名の教員が担当するた

め、グループウェアを活用して授業ガイドラインなどを共有した。

●●会津大学

実践教育が活発な米国ローズハルマン工科大学の教員2名を

招きワークショップを開催し双方の実践教育の紹介と意見交換に

20名の本学教員が参加した。また本学教員3名が参加校（チュラー

ロンコーン大学）でPBLワークショップを開催、実践教育の紹介と

意見交換に32名の教員が参加した。本学教員3名が福島工業高等

専門学校を訪問し双方の実践教育の紹介と意見交換を行った。

●●産業技術大学院大学

産業技術大学院大学では、enPiT1で培った知見をenPiT2の新

規連携校・参加校と共有すべく、連携校PBL基礎演習への本学教

員の派遣や発展学習中間レビューの実施、FDイベントの企画・開

催などを精力的に行った。また、専任教員6名と特任教員2名がFD

講演会やFD合宿、成果発表会などへの参加を通してFD活動に積

極的に関わったほか、プログラム開発会議やPBL基礎、成果発表

会などに企業有識者を評価委員として招聘し、指導や助言をいた

だきながら継続的な改善に取り組んだ。
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運営委員会では、分野を越えた活動全体の情報共有と、推進に

必要な協定書の承認などの重要事項の意思決定を行っている。さ

らに、分野間に関係する重要事項を協議し、推進のための具体案

を策定するために各分野の中核拠点（大阪大学、東北大学、名古

屋大学、筑波大学の4校で構成）と運営拠点および事務局（大阪大

学と国立情報学研究所が担当）で構成される幹事会を設置してい

る。この他にも事業全体の方向性や実践教育の普及に関して評価

しアドバイスをいただくために、外部の有識者から構成される外

部評価委員会を設置している。

1 運営委員会の活動
運営委員会は年間4回程度を予定しており、本年度は2017年5

月13日、9月13日、2018年1月25日、3月14日（予定）の計4回開催し

た。

2 幹事会の活動
幹事会は原則月に1回の頻度で開催しており、本年度は2017年

4月12日、5月13日、6月14日、7月12日、9月13日、10月11日、11月8

日、12月13日、2018年1月10日、1月25日、3月14日（予定）の計11回

開催した。なお、運営委員会と同日開催されているものは合同委

員会として実施している。

3 . 1 	 運営委員会、幹事会の実施状況

3 外部評価委員会
enPiT2ではenPiT1と同様に大学の情報教育分野や産業界の有

識者で構成される外部評価委員会を設置している。年に1回、全体

の成果シンポジウム開催日に当年度の実施状況および成果を評

価委員会の構成員に報告し、評価をいただく会合を開催してい

る。2017年度は次の日程で開催した。

開催日時 	 �2018年1月25日　10:45〜12:30

実施場所 	 �岡山コンベンションセンター

参加者は外部評価委員（学界および産業界の有識者合計5名）

とenPiTの運営委員や作業部会関係者、enPiT事務局である。enPiT

側からは、enPiTの全体状況報告の後、各分野の詳細活動状況、各

作業部会の活動状況などが報告された。実際の教育現場を見学

した外部評価委員からは、学部生向けに試行錯誤を繰り返しなが

らもさまざまな工夫を入れた実践教育を行っていることが高く評

価された。その一方で、各教育現場で抱えている課題や教員の意

見を分野横断的に抽出・収集し、対応策を議論すべきではない

か、PBLの運営方法や教材の共有化をより進めるべきではない

か、PBLの開発成果をユーザに利用・評価してもらう必要があるの

ではないかといった指摘をいただいた。また、産学連携のあり方

について、企業が学生を教えるだけでなく、学生の発想を企業が

学ぶような形の連携もあるのではないかといった意見、本事業の

次の姿を考える段階にあるのではないかという意見もいただい

た。

enPiT2では、分野間の課題や知見の共有、普及活動を強力に推

進するために、運営委員会のもとに必要な作業部会を設置し、さ

まざまな推進活動を行っている。各作業部会の活動状況を報告す

る。

3 . 2 . 1 	 広報WG　幹事:慶應義塾大学

広報WGの目的は、enPiTで実施している実践的な情報教育を

全国に普及させるため、連携校・参加校、および情報系の学科・専

攻の学生や教員へのenPiTの認知度を向上させ、本事業への参加

を促すことである。具体的には、本事業の目標とする受講生数を

達成するために、広報戦略の策定と広報活動を行った。

広報WGの活動は、主に広報戦略の策定、広報のターゲットとな

る大学、教員、学生などのニーズの把握や認知度の測定などの市

場調査、広報物の作成と配布である。これらの活動を行うため、本

年度はWGの会合を9回遠隔会議にて実施した。また、広報ター

ゲットの絞り込み、広報活動の成果の測定、および実践的情報教

育の現状を把握するため、全国の情報系の大学および高等専門

学校に対して調査を実施した。本年度に作成した広報物を図表

3 . 2 	 作業部会の活動状況

3.2.1に挙げる。

本年度は、これまでの広報の有効性を踏まえ、次の広報物につ

いての検討や作成整備を行った。

██Webサイトでのシンポジウムの広報

██各連携校の掲示板に掲示するポスターの作成・配布

██説明会などで利用するパンフレットの作成

連携校・参加校の教員、および情報系の教員、興味を持っている

企業には、ニュースレターを継続して配布した。さらに、教員や全

国の企業への認知度を促進させるため、メールマガジンなど広報

物の配布を継続している。

広報WG（2017年度）

砂原秀樹（慶應義塾大学）

井上克郎（大阪大学）

中村匡秀（神戸大学）

大須賀昭彦（電気通信大学）

猪俣敦夫（東京電機大学）

広瀬幸（東京電機大学）

藤本章宏（和歌山大学）
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図表3.2.1	 2017年度に作成した主な広報物

ポスター
対象：学生
内容：受講の呼びかけ

メールマガジン
対象：大学教員、企業
発行：5号発行（通算31号）
内容：�合宿の報告、	

イベント・発表会の案内

Twitter（https://twitter.com/enpit_jp）
facebook（https://www.facebook.com/enpit.home/）
対象：大学教員、企業、学生
内容：各分野の活動やイベント情報を紹介

Webサイト
対象：大学教員、企業、学生
内容：�enPiT事業の紹介、	

各分野の情報を提供

パンフレット
対象：大学教員、企業、学生
内容：enPiT事業の紹介

ニュースレター
対象：大学教員、企業
発行：2017年6月に13号、11月に14号を発行 
内容：事業概要、インタビュー、 合宿特集 など
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舘伸幸（名古屋大学）

江坂篤侍（南山大学）

面和成（筑波大学）

堀川三好（岩手県立大学）

吉岡信和（国立情報学研究所）

蓮池岳司（国立情報学研究所）

3 . 2 . 2 	 FDWG　幹事:東京大学

FDWGでは、実践的教育手法の改善につながるさまざまなFD

活動を分野横断的に行っている。

2017年度は（i）分野共通様式の演習評価アンケート、（ii）公開講

義の実施および参加促進、（iii）教員向け講演会、（iv）関連教員交

流会、（v）FD合宿、などを実施してきた。

ここでは、（i）〜（iii）の概要について述べ、（iv）、（v）については

3.3節に記す。enPiT2事業のKPIとしてのFD参加教員数の集計に加

えて、FDWGでは連携校が実施する各種イベント（通常の講義・演

習を除く）の活動状況の集計（図表3.2.2）も行っており、2016年度、

2017年度はそれぞれのべ597名、1,181名がenPiT2の活動に参加

した。また、これらの活動の計画および遂行のため、5回のWG会

合を遠隔会議で開催した（2018年1月現在）。

（i）分野共通様式の授業評価アンケートはenPiT1から見直しを

行った。enPiT2では通常講義でのアンケートを実施せず、enPiT2

の実践教育で重要視されているPBL演習を対象とすることとした。

これは、ほとんどすべての大学で講義ごとに同様の調査が行われ

ており、それに加えてenPiTが同様のアンケートを実施しても学生

の負担が増える一方で、講義の改善に対する寄与は薄いと判断さ

れるためである。2017年度に実施した演習評価アンケートについ

ては、現在集計を行っている。

（ii）公開講義は他大学・教員の教育手法の学びを通じ教育手法

の改善に有効である。WGではこれの実施・参加促進として、成果

発表会をはじめとする公開講義情報のとりまとめ・提供を行って

いる。2017年度は100件を超える公開講義が登録され、のべ1,181

名が参加した（2018年1月現在）。

（iii）連携校の教員向けにFD講演会を企画・実施した。2017年度

は3.3節に記した高等専門学校関係者の講演に加え、2017年5月

13日に神戸大学で2件の講演、公立はこだて未来大学の伊藤恵より

「チーム開発を個人学習で学ぶ自習教材の開発と教育試行」、お

分野
イベント参加者数（のべ）

2016年度 2017年度

ビッグデータ・AI分野 332 139

セキュリティ分野 132 800

組込みシステム分野 55 104

ビジネスシステムデザイン分野 56 56

分野共通 22 82

合　計 597 1,181

図表3.2.2	 イベント参加者数および公開授業数

よび、神戸大学の佐伯幸郎より「enPiTを通じたFD活動の振り返

り」を実施した。連携校から教員82名が参加、活発な質疑応答が

行われた。

FDWG（2017年度）

千葉滋、小林克志（東京大学）

大久保隆夫（情報セキュリティ大学院大学）

南弘征（北海道大学）

久住憲嗣（九州大学）

中鉢欣秀（産業技術大学院大学）

名嘉村盛和、國田樹（琉球大学）

粂野文洋（国立情報学研究所/日本工業大学）

3 . 2 . 3 	 評価WG　幹事:名古屋大学

評価WGは、本教育プログラムのアウトプットである「受講生の

成長度合い」を評価する活動を実施している。

評価を実施するためにenPiT2の各分野から1名以上、合計7名

を選出した。さらに事務局として1名を置き、合計8名で評価WGを

構成した。2017年度は、合計3回のWG会議を開催した。

enPiT1では、2012年度〜2016年度に、主に大学院生を対象とし

た教育を実施した。本評価WGの前身である評価・産学連携WG

は、従来型の知識の定着を問うテストはenPiT1が目的とする情報

技術の実践力評価にそぐわないと判断した。さらに、enPiT1は4種

類の異なる情報分野で複数の大学教員が教育を行うので、教員に

よる受講生に対する実践力評価だけでは、統一した評価を行うこ

とができないと判断した。

そこで、次の3通りの評価方法を採用した。

（評価a）行動特性の成長を標準テストで測定する

enPiT1受講の前と後で合計2回PROG（Progress Report on 

Generic skills）のコンピテンシーテストを実施して、得点の差によ

り成長を評価する（図表3.2.3）。

（評価b）受講生にアンケートをとる

enPiT1の受講により情報技術の実践力が受講前に比べて高く

なったか否かを、アンケートで問う。

（評価c）修了生が就職後にアンケートをとる

修了生の受講により情報技術の実践力が受講前に比べて高く

なったか否かを、アンケートで問う。

感情制御力

自信創出力

行動持続力

対自己基礎力

親和力

協働力

統率力

対人基礎力

総　合

課題発見力

計画立案力

実践力

対課題基礎力

図表3.2.3	 PROGコンピテンシー要素

※2018年1月現在
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以上の（評価a、b、c）により、客観性を担保した情報技術の実践

力の評価が可能になった。そして、enPiT1では、どの評価指標にお

いても受講者の成長が確認できた。

enPiT2評価WGは、enPiTの評価活動を踏まえて、学部生向けの

評価を行うこととした。

（評価a）と同様に評価の客観性を担保するために、enPiT1と同

様にPROGコンピテンシーテストを2回実施することとした。

（評価b）であるが、学部生はITを学びはじめたばかりなので、実

践力の自己評価を行うことは困難と考え（評価b）相当の自己評価

を実施しないこととした。

（評価c）では就職後に上司の他者評価を行っていた。しかし、

enPiT2の主たる受講者が学部3年生であり就職まで期間が長く多

様な経験をするので、本教育の効果を測定できないと判断した。

ただし、他者評価を行うべきであると考えて、受講生の成果発表を

聴講する社会人に評価を求めることとした。さらに、IT実践力の発

揮は多様な形態をとるので一定期間の観察が必要であると考え

て、学部4年生の卒業研究の過程で、指導教員に評価を求めること

とした。

以上をまとめると、enPiT2では、受講生の実践力の成長を、次の

3通りの手法で行う。

（評価1）行動特性の成長を標準テストで測定する

（評価2）成果発表会で社会人が評価する

（評価3）卒業研究の指導教員が評価する

2017年度は、（評価1）と（評価2）を行うためのデータ収集を実

施している。（評価3）は、受講者の大半が学部3年生であるので、彼

らが学部4年生になり卒業研究を行う際に、指導教員が評価を行

うので、2018年度に実施する。

2017年度は、enPiT1（大学院生向け）で実施してきた評価活動

を踏まえて、enPiT2（学部生向け）の特性を考慮した評価方法を定

めて、評価活動に着手した。データがそろい次第、データ分析を行

い、評価結果をまとめる予定である。

評価WG（2017年度）

山本雅基（名古屋大学）

奥野拓（公立はこだて未来大学）

佐藤和彦（室蘭工業大学）

小林隆志（東京工業大学）

沢田篤史（南山大学）

宮地充子（北陸先端科学技術大学院大学）

岡村耕二（九州大学）

粂野文洋（国立情報学研究所/日本工業大学）
図表3.2.5	 作成したビデオ教材

3 . 2 . 4 	 教務WG　幹事:公立はこだて未来大学

教務WGはenPiTの4つの分野間の、特にカリキュラムに関する

相互交流を行うために組織されている。主要なミッションとしては

次の3つがある。

（Ⅰ）シラバス情報の収集

（Ⅱ）分野間・連携校間横断講義の情報収集と促進

（Ⅲ）ビデオ教材（自習補助教材）の作成支援

（Ⅰ）については、enPiTとしてのシラバスの共通フォーマットを

作成し、各分野、各連携校で開講されるenPiT科目について、シラ

バス情報を収集し、enPiT Wiki上に集約した。本年度シラバスを収

集した分野ごとの科目数は図表3.2.4の通りである。なお、連携校

と参加校で同内容を別科目開講する場合など、他の指標の科目数

と一致しない場合がある。

（Ⅱ）については、次年度の横断講義実施を想定した提供可能

な講義情報の収集を行ったほか、連携校間の講義提供（講師派遣

と教材提供を含む）や発表会の相互参加状況などの情報を収集し

た。収集した提供可能講義情報は10件（2018年1月29日現在）、連

携校間の講義提供および発表会相互参加状況は43件（2018年1

月29日現在）である。

（Ⅲ）については、各分野からビデオ教材化に適した科目を選定

し、統一的なスタイルの教材化のために運営拠点選定の業者一

社に教材作成を依頼した。ビッグデータ・AI分野、セキュリティ分

野、ビジネスシステムデザイン分野については、それぞれ図表

3.2.5の科目のビデオ教材を作成した。組込みシステム分野は次年

度の作成に向けて検討中である。

教務WG（2017年度）

伊藤恵（公立はこだて未来大学）

坂本比呂志（九州工業大学）

和泉諭（東北大学）

藤川和利（奈良先端科学技術大学院大学）

吉田則裕（名古屋大学）

三末和男（筑波大学）

黒田久泰（愛媛大学）

末永俊一郎（国立情報学研究所）

大場みち子（公立はこだて未来大学）（オブザーバ参加）

図表3.2.4	 分野ごとの科目数

分野 科目数

ビッグデータ・AI分野 96科目

セキュリティ分野 30科目

組込みシステム分野 30科目

ビジネスシステムデザイン分野 63科目

分野 科目名

ビッグデータ・AI分野 クラウドのこころ
人工知能の基礎

セキュリティ分野 セキュリティ基礎
暗号の基礎

組込みシステム分野 （次年度の作成に向けて検討中）

ビジネスシステムデザイン分野 プロジェクト学習のための
プロジェクトマネジメントの基礎
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図表3.2.6	 産学連携活動の状況

3 . 2 . 5 	 産学連携WG　幹事:大阪大学

産学連携WGの活動目的は、大学・産業界との協力体制を構築

し、産業界の知見の導入を図るため、各分野が実施する連携活動

に加えて、分野横断の産業界との連携活動の促進を図ることであ

る。enPiT1では、評価・産学連携WGとして活動していたが、enPiT2

からは、独立したWGとして活動をしている。

本年度は、合計4回の産学連携WGを開催し、主に次の2項目に

ついて検討を行った。

●●産学連携活動の指標による可視化

連携校では実践教育を推進するためにさまざまな産業界との

連携活動が行われているが、その活動状況を指標化し、enPiT全体

として共有することで産学連携活動の強化・推進を図る。

●●連携企業満足度調査

重要業績評価指標（KPI）の一つとして、「連携企業満足度調査」

が挙げられている。本WGでは、この指標に関する計測を担当す

る。

1 産学連携活動の指標による可視化
年4回、全連携校に対して実施している活動指標調査の中で、産

学連携活動状況の調査を行った。その結果を図表3.2.6に示す。

「産業界からの講師派遣」「教材の共同開発」「企業からの演習環

境の提供」などが上位を占め、産学連携が進んでいる状況を共有

することができた。

また、参加教員（361名）の中で、企業経験のある教員（非常勤講

師など大学の肩書きを持つ企業人を含む）は、109名となった。こ

れは、参加教員の約30%を占める。

2 連携企業満足度調査
ご支援いただいている連携企業から見て、真に企業が求める実

践教育が行われているどうかの確認を目的として次のような項目

でアンケートをとることを予定している。

【アンケート項目（案）】

●●実践的IT人材育成として有益なものかどうか

●●伸長すると思われる能力

●●修了した学生は企業で活躍することが期待できるかどうか

●●企業内教育に参考になる点があるかどうか

●●改善点　など

現在、年度末の総括として、連携校を通じて全連携企業にアン

ケートをお願いするべく準備を進めている。

産業界との連携としては、「一般社団法人 電子情報技術産業協

会　ソフトウェア事業基盤専門委員会」、「組込みシステム産業振

興機構人材育成WG」などに参加し、産学連携の形態について議

論を行った。

産学連携WG（2017年度）

春名修介（大阪大学）

福安直樹（和歌山大学）

砂原秀樹（慶應義塾大学）

横平徳美（岡山大学）

岡部寿男（京都大学）

渡辺晴美（東海大学）

三上昌也（岩手大学）

三輪昌史（徳島大学）

中野美由紀（産業技術大学院大学）

石橋史朗（会津大学）

蓮池岳司（国立情報学研究所）

※メンバー17名。各大学の代表者のみ記載
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3 . 2 . 6 	 高専連携WG　幹事:国立情報学研究所

本WGは、全国の高等専門学校に対し、enPiT2で実施している

実践教育およびその成果の普及展開を進めることを目的に設立

され、本年度から本格的な活動を開始した。文部科学省によれ

ば、高等専門学校は2017年度現在で全国に国公私立あわせて57

校あり、全体で約5.5万人の学生が学んでいる、とされている。これ

ら高専生のenPiT2への参加や、高専教員とenPiT2の関係者との教

員間交流を促進する活動を計画するために、まずは各分野におけ

る高等専門学校との連携状況の現状調査を行った。その結果、

2018年2月現在で、計16校の高等専門学校と連携あるいは連携予

定であることがわかった。すべての高等専門学校のうち、3割弱の

高等専門学校がenPiT2と何らかの連携が形成できつつあるとい

うことになる。この割合を高め、高等専門学校とより実り多い連携

を促進させることが、本WGの役割となる。本年度は、現状調査に

加えて、本WGメンバーになっていただいた野口健太郎教授（国立

高等専門学校機構）による講演を開催した。enPiT2の関係者の高

等専門学校に対する理解を深めるための講演会としてenPiT関連

教員交流会にて実施した（詳細は3.3節を参照のこと）。次年度も、

連携状況の現状調査を実施するとともに、enPiT2の内容を全国の

高専教員に知ってもらうためのイベントを実施していく予定であ

る。

高専連携WG（2017年度）

粂野文洋（国立情報学研究所/日本工業大学）

市川昊平（奈良先端科学技術大学院大学）

山内正人（慶應義塾大学）

奥村伸也（大阪大学）

加藤雅彦（長崎県立大学）

中村啓之（九州大学）

松元隆博（山口大学）

浜本義彦（山口大学）

野口健太郎（国立高等専門学校機構）

八木雅夫（国立高等専門学校機構）

図表3.2.7	 「Coderetreat for girls」の様子

3 . 2 . 7 	 女性部会　幹事:筑波大学

enPiTにおける女性部会の活動目標は、①女子学生・女性教員

のネットワーク形成、②女性IT技術者への関心を高める、③女性IT

技術者育成の支援策を提案することである。活動内容は、定例会

やワークショップ、女子中高生向けイベントへの参加、学会での啓

発普及活動である。これらの活動を行うため、2017年度は部会会

議を6回（2017年4月24日、7月1日、8月6日、10月12日、11月9日、12

月14日）開催し、2018年3月に開催予定である。

企画の案内や活動の報告は、女性部会ホームページ（http://

wit.enpit.jp/）や、facebook（https://www.facebook.com/enpit.

wit）、Twitter（https://twitter.com/enPiT_WiT）を活用し、発信し

た。またイベントの案内はConnpass（https://wit.connpass.

com/）を活用した。

開催したイベントや学会発表の概要を次に報告する。

██「Coderetreat for Girls」の開催

IT技術者を目指す女子学生のための横のつながりと技術力向

上を目的に「Coderetreat for Girls」を2017年7月1日に開催した。

本イベントは本年度初めての試みである。女子学生20名、一般参

加者17名、enPiT関係者4名の計41名が参加した（図表3.2.7）。

Coderetreatはソフトウェアの開発と設計の基本に焦点をあてて

集中的に練習をするプログラマのための終日イベントである。イ

ベントではライフゲームを題材に45分のセッションを5回繰り返し

た。ペアプログラミングにより学生と社会人の垣根を越えたコミュ

ニケーションが得られ、「楽しかったのでまたやりたい」という声を

多くいただいた。また本イベントではスポンサーとしてInedo、

LLC、アトラシアン株式会社、株式会社アトラクタ、株式会社永和シ

ステムマネジメントにご協力いただいた。
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██ ワークショップ 

「電子工作でクリスマス飾りを作ろう会2017」の開催

2017年12月17日、筑波大学東京キャンパスにて、ワークショップ

「電子工作でクリスマス飾りを作ろう会2017」を開催した。本ワー

クショップの目的は、近年注目を集めている電子工作を題材にし

た参加者同士の交流によって①女子学生・女性教員のネットワー

ク形成、②女性IT技術者のワークライフバランスを考える機会の

提供である。女子学生だけでなく男性や親子参加も可能としたこ

とで、活動の間口を広げることができた。

大阪芸術大学の木塚あゆみが講師を担当し、技術アドバイザー

としてenPiT修了生の筑波大学学生1名を雇用した。参加者として、

下は5歳から上は小学5年生までの親子3組10名と、一般参加が3

名、enPiT関係者が4名、TA1名の合計18名が参加した（図表

3.2.8）。

ワークショップでは、光センサーのついたクリスマスハウスやツ

リーを作ったり（初級者コース）、Arduinoを使って、LEDライトと音

を制御するプログラムを作ったり（上級者コース）した。最後には

完成作品を共有しながら女性IT技術者支援イベント全般について

の意見をもらった。参加者からは「初めは難しかったけど、できた

時は感動しました」「あっという間に時間がすぎました」という声が

寄せられたことから、ITに興味を持ってもらえたことがわかる。

██ 女子中高生への啓発

2017年8月5日〜7日の3日間、国立女性教育会館で開催された

「女子中高生夏の学校2017〜科学・技術・人との出会い〜」に参加

した。女性部会は2日目の『サイエンスアドベンチャー』の中で

「Scratchを使ったプログラミング体験-祭りだわっしょい!-」という

タイトルで、中高生に向けてのワークショップを行った（図表

3.2.9）。また保護者や情報工学を学ぶTAの女子学生から情報科学

系への進路に関する相談を受けたり、女性IT技術者のキャリア選

択を描いたチラシを配布した。また、enPiTや女性部会の活動紹介

も行った。参加者は中高生6名、TA2名、女性部会メンバー4名の12

名だった。Scratchでお祭りの屋台にあるようなゲームを作り、最

後に発表をした。参加者からは「難しく感じた場面もあったけれど

楽しかったので、これからもプログラミングを続けてみたい」とい

う声も聞かれ、情報工学への理解とアピールには一定の評価が得

られた。

██ 学会での啓発普及

日本ソフトウェア科学会第34回大会「Coderetreatによるプログ

ラミング学習意欲の向上に関する考察~Coderetreat for Girlsを振

り返って~」森本千佳子・永瀬美穂・若月里香・渡辺知恵美

女性部会WG（2017年度）

渡辺知恵美（産業技術大学院大学）

森本千佳子（東京工業大学）

永瀬美穂（産業技術大学院大学）

小口正人（お茶の水女子大学）

若月里香（情報セキュリティ大学院大学）

松本倫子（埼玉大学）

図表3.2.9	 女子中高生夏の学校で成果物とともに集合写真図表3.2.8	 電子工作ワークショップでの様子
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3 . 3 	 開催イベント

本事業では、この事業で取り組んでいる実践教育の成果を教員

間で共有し、教員間の交流を深めるさまざまなイベントを開催し

ている。その概要を報告する。

██ enPiTシンポジウム

enPiTシンポジウムはenPiT1の時代から毎年開催しており、これ

までに計5回開催してきた。事業成果を広く公開することがシンポ

ジウムの目的であり、enPiT2でも同様のシンポジウムを開催する

こととなっている。本年度は2018年1月25日に岡山コンベンション

センターで開催された。当日は200名を超える参加者があり、その

内訳は大学関係者が約7割、企業・法人などが約3割となった。（図

表3.3.1、図表3.3.2）。

第1部は2名の産業界の方による基調講演である。最初の講演

では、福原賢一氏（株式会社ベネッセホールディングス 代表取締

役副会長）より「グローバル人材育成について」という題目で講演

をいただいた。日本においてグローバル人材育成が急務の課題と

なっていることのさまざまな背景に触れた後、近畿大学国際学部

の事例（ベルリッツ・ジャパン株式会社と連携した語学学習プログ

ラム）を紹介いただいた。次の基調講演では、川嶋一宏氏（株式会

社 日立製作所 セキュリティ事業統括本部）より「企業から見た人

財育成とキャリアパス~大学、大学院への期待~」という題目で講

演をいただいた。株式会社 日立製作所におけるセキュリティ人財

育成の課題と育成施策を紹介いただいた後、社内教育とキャリア

パスの観点から大学、大学院への期待について語っていただい

た。企業におけるセキュリティ人財には、業務やセキュリティの複

雑な知識を深く理解できること、新たな業務についたときに積極

的に取り組んでいけること、セキュリティに関する課題の解決策を

示せること、自らの考えを正確にわかりやすく伝えられることなど、

さまざまな知識・スキルが求められる。大学や大学院に対しては、

そのような知識・スキルの習得につながる教育を期待していると

のことであった。

第2部はenPiTの活動報告とパネル討論である。活動報告では、

enPiT2における本年度の全体活動・各分野の活動報告とenPiT-Pro

（情報科学技術分野を中心とする体系的かつ高度で短期の社会

図表3.3.1	 enPiT第6回シンポジウム　プログラム

図表3.3.2	 enPiT第6回シンポジウムの様子

［第1部］基調講演

13:00〜13:10
開会挨拶
岡山大学 学長　槇野博史

（代理：岡山大学 教育担当理事　佐野寛）

13:10〜13:20 文部科学省　挨拶

13:20〜14:00

「グローバル人材育成について」
株式会社ベネッセホールディングス
代表取締役副会長　福原賢一氏

［講演概要］
少子高齢化による人口オーナス期にある日本で、グローバル
に活躍できる人材の育成は急務の課題であり、これまでの環
境に過剰適応（ガラパゴス化）してきた日本の教育では不十分
であるとの声が高まり大きな教育制度改革が予定されている。
この背景には、グローバル人材育成が企業から大学へとシフト
している事情があると思われる。本講演では、現在のグローバ
ル人材育成の現状と課題を実例やデータを交えながら語り、
問題提起をしていきたい。

14:00〜14:40

「企業から見た人財育成とキャリアパス ~大学、大学院への期
待~」
株式会社 日立製作所　セキュリティ事業統括本部
主管技師　川嶋一宏氏

［講演概要］
企業における人財育成は業務経験（キャリアパス）と強く結び
ついている。本講演では、日立社内でのセキュリティ人財の育
成施策を紹介し、社内教育とキャリアパスについて述べるとと
もに、こうした観点から大学、大学院での教育に期待すること
を提案する。

［第2部］enPiT2017年度活動報告

15:00〜16:00

全体活動・各分野活動報告とenPiT-Proの紹介
ビッグデータ・AI分野、セキュリティ分野、組込みシステム分野、
ビジネスシステムデザイン分野
enPiT-Proの紹介

16:00〜16:50

パネル討論「Beyond enPiT: enPiT2の貢献と課題」
［概要］
大学院からスタートしたenPiTは、enPiT2で学部への広がりを
持ち、大学における教育の大きな部分を占めることになる。
enPiTの目的は、組織、分野を越えた協調。ここでは、enPiT2の
展開を中核として、その貢献とより大きな仕組みとなるための
課題について議論する。

［モデレータ］砂原秀樹（慶應義塾大学）
［パネリスト］ビッグデータ・AI分野:神田哲也（大阪大学）、セ
キュリティ分野: 金子晃介（九州大学）、組込みシステム分野:三
上昌也（岩手大学）、ビジネスシステムデザイン分野:中鉢欣秀

（産業技術大学院大学）

16:50〜17:00 閉会の挨拶
岡山大学 工学部長　冨田栄二

情報交換会

17:30〜 レセプションホール
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人向け実践教育プログラム）の紹介があった。活動報告の内容は

本報告書の第1章および第2章のサマリといえるものである。

enPiT-Proの紹介では、その事業全体の概要説明と拠点の一つで

ある「スマートエスイー」（代表校:早稲田大学）の紹介があった。続

いて、「Beyond enPiT: enPiT2の貢献と課題」という題目でパネル

討論が行われた。各分野で活躍している現場教員によるパネル討

論である（司会はセキュリティ分野・慶應義塾大学 砂原秀樹）。学

部生がenPiTに興味を持って応募してもらうために行ったこと、女

性の参加率、enPiTの就活ブランディング、大学間連携の効果と課

題、企業連携の進め方、若手教員の教育スキル・キャリアなど、さ

まざまなテーマで現場ならではの体験や課題、思いを語っても

らった。

なお、第1部と第2部の講演発表に加えて、ポスター発表も開催

された。その内容は、enPiT2の各分野の紹介、分野横断的なWGの

活動紹介、受講生による成果発表である。

██ enPiT関連教員交流会

本交流会は分野、大学をまたがる関連教員の交流を促進する

場の提供を目的とするもので、enPiT1の時代から開催されてい

る。5回目となる本年度の交流会は、日本ソフトウェア科学会実践

的IT教育研究会が主催する「実践的IT教育シンポジウム rePiT 

2018 in 岡山」との合同開催の形で岡山大学にて開催した。シンポ

ジウムも含め、40名の参加があった。プログラムおよび開催の様

子を図表3.3.3、図表3.3.4に示す。

今回の交流会では、シンポジウムでの研究発表に引き続く形で

基調講演を開催した。独立行政法人国立高等専門学校機構の野

口健太郎教授から「国立高専における教育改革」という題目で講

演をいただいた。講演は高等専門学校の制度や輩出人材などの

解説に始まり、高専教育の特徴・現状、高等専門学校における実

践的教育の事例などについて報告していただいた。質疑応答に

かなり時間を割いたが、高専生や高専教育の実態について本音

レベルの多数の質問があり、非常に盛り上がった講演となった。

図表3.3.4	 rePiTシンポジウム・関連教員交流会の開催の様子

図表3.3.3	 rePiTシンポジウム・関連教員交流会のプログラム

rePiTシンポジウム

11:00 開会 

11:05

午前セッション
11:05〜
「主体的学習を促す実践的ソフトウェア開発演習のための学習環境
の改善と課題」
佐藤和彦、服部峻、佐賀聡人（室蘭工業大学）
11:30〜
「学年混成によるプロジェクト型学習の実践」
市川尚、後藤裕介、松田浩一、羽倉淳（岩手県立大学）
11:55〜
「実践的な情報システム基礎教育のためのCTF作問支援システムの
提案」
源啓多、松原克弥（公立はこだて未来大学）

12:15 昼休憩

13:30
招待講演
「米国におけるアクティブラーニング最新状況と導入事例紹介」
Panopto Director of Sales, Japan 手塚敬一

14:45

午後セッション
14:45〜
「KPTを用いたPBL週報の分析と振り返り支援の試み」
岩見建汰、伊藤恵、大場みち子（公立はこだて未来大学）
15:10〜
「東京工業大学における実践的IT人材育成の試み -ITシステムの価値
探索とチームビルディング」
小林隆志、権藤克彦、佐伯元司、首藤一幸、西崎真也、森本千佳子、脇
田建、渡部卓雄（東京工業大学）
15:35〜
「コード更新履歴の可視化による分散PBLでのチーム活動評価の試
み」
松原克弥、伊藤恵、木塚あゆみ（公立はこだて未来大学）

enPiT教員交流会 

16:30
 基調講演
「国立高専における教育改革」
国立高等専門学校機構・教授 野口健太郎

17:30 閉会

情報交換会

18:30 情報交換会
於:南福利施設ピーチユニオン（岡山大学津島キャンパス東地区内）

図表3.3.5	 FD合宿（沖縄）の様子
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██ enPiT FD合宿

ソフトウェア開発を指向するPBLでは演習期間が数カ月におよ

ぶこともある。このようなPBL演習における教育方法・手法を集中

的に学ぶ場としてビジネスシステムデザイン分野を中心にFD合

宿を行っている。

2017年度は2回のFD合宿を次の要領で実施し、活発な議論が

行われた。

【enPiT2 FD合宿2017 in 函館】
開催日  �2017年6月25日〜26日

開催場所  �公立はこだて未来大学

参加人数  �計30名

議論テーマ  �PBL教授法、PBL評価方法、enPiT1からenPiT2への知

見の継承、PBLの学部展開の難しさ、PBL教育効果の

測り方など

【enPiT2 FD合宿2017冬 in 沖縄】
開催日  �2017年12月24日〜25日

開催場所  �沖縄県那覇市内

参加人数  �計37名

議論テーマ  ��PBL教授法、PBL評価方法、enPiT FDの具体的な活用

例、PBLの学部展開を経て見えてきた課題、グループ

ワークが苦手な学生への指導方法、答えを言わずに

人を育てる方法、PBLの効率化、enPiTプログラムの教

育効果など

██ 実践的IT教育（rePiT）研究会

実践的IT教育（rePiT）研究会は日本ソフトウェア科学会の研究

会であり、「実践的IT教育に関連するさまざまなコトやモノを公の

場で議論し、知や経験を共有する場を提供すること」を目的として

いる。本研究会はenPiT1の関連教員が中心となって2014年3月に

設立された。現在は、enPiT1およびenPiT2の成果共有展開も含

め、実践的IT教育に係る研究を議論し、その成果を共有するため

のさまざまな活動を行っている。

2017年度は、日本ソフトウェア科学会全国大会第34回大会の

rePiTセッション開催、実践的IT教育シンポジウムの開催、コン

ピュータソフトウェア誌の特集号「実践的IT教育」の企画・編集を

行った。全国大会rePiTセッションでは計6件の発表があった。シン

ポジウムは本年度で4回目となる。計6件の研究発表があり、参加

者は40名となった。本シンポジウムの各受賞論文は次の通りであ

る。

最優秀論文賞（最も優れた研究論文に授与）:

佐藤和彦、服部峻、佐賀聡人（室蘭工業大学）「主体的学習を促す

実践的ソフトウェア開発演習のための学習環境の改善と課題」

優秀教育実践賞（優れた教育実践の報告論文に授与）:

市川尚、後藤裕介、松田浩一、羽倉淳（岩手県立大学）「学年混成に

よるプロジェクト型学習の実践」

なお、シンポジウムの発表論文は次から入手可能である。

日本ソフトウェア科学会　研究会資料シリーズ（ISSN 1341-870X）

http://www.jssst.or.jp/sig/detail/proceedings.html

コンピュータソフトウェア誌の特集号「実践的IT教育」（2018年2

月刊行）は、2017年のシンポジウムと連動した特集である。計8件

の論文が採録され、そのうちシンポジウムと連動した論文は6件と

なった。2017年度内に次の特集も企画予定である。

Webサイト  �rePiT: 実践的IT教育研究会	

https://sites.google.com/site/sigrepit/
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